非戦を選ぶ演劇人の会　ピースリーディングvol.10 
９条は守りたいのに口ベタなあなたへ…
　　　　　　　　　　　　　　　　
作・演出・構成＝永井　愛
於・全労済ホール／スペース・ゼロ
日時・二〇〇七年六月三〇日（土）　上演台本　
登場人物

（役名は初演の出演者名から発想したものなので、ご自由に変えてください）
タイラ・ミケジロー……世間話評論家

ザンナ……キャスター

コン……キャスター

アリキ……ナレーター

ネゲシ・ホシエ……主婦

ユキトシ……その夫

ヘイタ……その息子

ネネコ……その娘

ナタワベ・リリコ……パッチワーク教室の教師

ラサイ……パッチワーク教室の生徒

ヤアコ……パッチワーク教室の生徒

ソニカ……パッチワーク教室の生徒

ヒルオカ……リリコの弟子

ヒガシヤマ……リリコの弟子

ハナブエ・コウコ　　横丁のマダム

アベ・シンゾー　総理大臣

ナカコ……美容院のママ

タクシー運転手１

タクシー運転手２

改憲バー・ママ

コーキ……改憲バー・ホスト

ミッチー……改憲バー・ホスト

ユックン……改憲バー・ホスト

メチコ……改憲バーの客
暗闇に交錯する光、音楽。そして、ナレーションの声。
Ｎ　　　　二００七年五月、憲法改正の手続き法案である国民投票法が与党だけの賛成により可決、成立した。一九四七年の施行から六０年を経た日本国憲法は、初めてその改正に向け、具体的な第一歩を記されたことになる。９条を変えて自衛軍の保持を明記し、集団的自衛権の行使にまで踏み出したい時の総理大臣、安倍晋三。にわかに勢いづく改憲派。対して、９条の改悪は絶対に許せないと抗う護憲派。しかし、両派の対立も憲法についての国民的議論を巻き起こすまでには至っていない。そんな中、一人の主婦が動いた。
明転。司会のザンナとコンが駆け込んでくる。
二人　　　今晩は！

ザンナ　　「あの時歴史が動いたよね」司会のザンナです。

コン　　　コンです。

ザンナ　　今回はそのスペシャル版ということで、何と、私たちは今、二００七年当時のニッポンにタイムワープしてるんです。

コン　　　憲法改正論議に揺れた当時のニッポンの状況を生中継でお伝えします。

ザンナ　　もちろん、私たちが未来から来ていることがバレてしまうと大変なので、

コン　　　当時はまだタイムマシンも発明されてませんしね。

ザンナ　　徹底した潜入ルポですから、思わぬハプニングもあるかもしれませんが、
コン　　　その点、ご了承ください。

ザンナ　　え～、資料によれば、あと五秒ほどで当時のアベ総理大臣がここに現れ、「美しい国」づくりについての演説を始めるはずです。

コン　　　　（数える）５、４、３、２……来た。

アベ総理大臣が現れる。コンとザンナ、物陰に隠れる。

アベ総理、参議院議員選挙に向けた演説を始める。

……演説を終え、手を振りながら退場する総理。
ザンナとコン、再び出てくる。

ザンナ　　……いやぁ、こういう人だったんですね。（などの感想）
コン　　　本物はやっぱり迫力が違いますね。（などの感想）

ザンナ　　さて、本日の「あの時歴史が動いたよね」は、このような時代に憲法９条を守ろうとした、一人の主婦に光を当てるわけですが、
コン　　　その前に、まずゲストコメンテーターをご紹介いたします。

ザンナ　　世間話研究家のタイラ・ミケジローさん、どうぞ！

物陰から、タイラが現れる。

タイラ　　タイラです。どうぞよろしくお願いします。（などの挨拶）
コン　　　タイラ先生は世間話研究家ということですが、どういうことで世間話に興味を持たれたのでしょうか？
タイラ　　それは、世間話にはその国の人々の本当の気持ちが表れるからなんです。逆に言えば、世間話にあがってこない話題というのは、その国の人々にとって、実はどうでもいいことなんですよ。ですから、世間話によって、その国の文化レベルを知ることもできる。例えばこの二００七年当時、憲法論議が盛んだったということに歴史上はなっていますが、

ザンナ　　護憲派や改憲派が、それぞれにたくさん集会を開いてますよね。

コン　　　ネット上でも、議論は盛んでした。

タイラ　　ですが、世間話で憲法を論じたという記録はほとんどありません。家族、友達、恋人、ご近所などの親しい人たち同士が生活の中で憲法の話をしたかと言うと、どうもそうではないらしい。
コン　　　親しい人と憲法の話ってのは、やりにくいんじゃないですか？　
ザンナ　　政治的な対立がはっきりしちゃうと、つきあいにくいですしね。

タイラ　　ですけどね、憲法がどうなるのかということは、私たち一人一人の未来がどうなるかという重大問題なんですよ。こういうことこそ、親しい人たちの間でとことん語り合わねばならない。ぜひとも世間話しなければならないんです。

コン　　　はい、はい。

ザンナ　　ということで、今日ご紹介いただくのは、憲法を世間話で語りまくった主婦の話ですね。

コン　　　ご町内を憲法論議に巻き込んでしまったという。

タイラ　　ええ、一般には知られていませんが、世間話学会においては大変貴重な例としてよく取り上げられます。彼女が世間話の枠を広げ、憲法への関心を呼び覚ましたと高く評価する人もいます。

ザンナ　　みなさん、その主婦がそろそろここを通りかかる予定です。

コン　　　あ、来ました。

三人、あえてそっぽを向く。一人の主婦が現れる。三人の方をちょっと見るが、特に気にとめず、通り過ぎる。三人、改めて主婦の後ろ姿を見つめる。

ザンナ　　あの人ですね？

タイラ　　間違いありません。彼女がその主婦、ネゲシ・ホシエです。

タイラ、ホシエの後を追って退場。
ザンナ　　では、「あの時歴史が動いたよね」
コン　　　「～憲法で世間話しちゃった主婦～」スタートです。

音楽。

ザンナ　　あれ、ナレーターは？

コン　　　おーい、始めるよ！

ナレーターのアリキ、あわてて駆けつける。

アリキ　　あ、すいません。あ、じゃ……（など適当に）

ザンナとコン、退場。アリキ、迷いつつ定位置につく。
アリキ　それは、二００七年六月の土曜日だった。ネゲシ・ホシエは毎週楽しみにしているパッチワーク教室へと向かった。

ナタワベ・リリコ登場。生徒たちの椅子を整える。

アリキ　　ここは、ナタワベ・リリコが主宰する、そのパッチワーク教室。リリコはいつものように笑顔で生徒たちを迎えた。
ラサイ、ヤアコ、ソニカ、ホシエが入ってくる。
リリコ　　いらっしゃいラサイさん、今日はヤアコさん、よく来たわねソニカさん、ご機嫌ようネゲシさん。

生徒たち、それぞれに会釈して席につく。軽やかな音楽。リリコも生徒たちも、心地よさそうに揺れている。

アリキ　　秋の展示会に向けて、それぞれが作品づくりに励んでいた、その時……

リリコ　　まぁ素敵！　ネゲシさん、それ、鳩？

ホシエ　　はい。

リリコ　　皆さん、ネゲシさんの鳩を見てちょうだい。とてもよくできていますよ。

ソニカ　　可愛い！　お口になにかくわえているのね。
ホシエ　　木の枝を……

ヤアコ　　数字の九に見えるけど？

リリコ　　そこが素敵なんですよ。鳩が九の字に曲がった枝をくわえて飛んでいる。

ホシエ　　憲法の第９条をイメージしまして……

ヤアコ　　ああそっか。鳩と９条で平和かぁ。

リリコ　　日本国憲法第９条。一、日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。
ホシエ　　二、前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない。

ソニカ　　うわぁ、二人とも言えちゃうんだ！

リリコ　　だって、あの悲惨な戦争を経て、やっと手に入れた９条ですもの。

ホシエ　　大切に大切にしないとね。

ソニカ　　じゃ、私も鳩入れちゃおうかな？
リリコ　　あ、ソニカちゃんはまだ初心者なんだから、

ヤアコ　　そうそう、難しいことはやめときなさい。

女たちに、和やかな笑いが広がる。

アリキ　　ただ一人、暗い顔で聞いている男がいた。

ラサイ、立ち上がり、暗い顔でポーズする。

リリコ　　あら、ラサイさん、どうかして？

ラサイ　　いや、僕の考え過ぎならいいんですが……

ヤアコ　　え、何よ？

ラサイ　　今度の展示会は公共ホールを借りますよね。鳩と９条が問題にならないかなぁ。

リリコ　　え、鳩と９条が？

ラサイ　　ええ、平和をイメージさせるでしょう。平和っていうのはもはや、一つの政治的な立場だから、公共ホールで押しつけるのはどうかなぁ。

女たち　　えっ！

リリコ　　平和が？

ホシエ　　一つの政治的な立場？

ヤアコ　　あっ、似たような話、聞いたことある！　昭島市のある学校の卒業式でね、会場の黒幕があまりにも殺風景だからって、先生たちが鳩の形に切り抜いた白い紙を飾ろうとしたんですって。そうしたら、ダメダメってことになっちゃったんです。「鳩は平和を連想させるから」って。※１
ホシエ・リリコ、ソニカ　　え～っ！

ラサイ　　話は飛びますが、長崎では被爆者たちが、修学旅行の生徒たちに原爆の悲惨さを語る、語り部としての活動しています。

その被爆者の方たちに、「戦争はいけないと言ってはいけない」という通達が出たんです。※２
リリコ　　どこから！
ラサイ　　長崎平和推進協会という、長崎市の外郭団体から。
ホシエ　　何で！
ヤアコ　　だから、あれじゃないの。「戦争はいけない」って言うのも、一つの政治的な立場になっちゃうから。

ソニカ　　そんなの変！

ホシエ　　それこそ政治的立場の押しつけだよね。

リリコ　　しかも、行政が市民にそんな通達を出すなんて。

ラサイ　　とにかく、被爆者の方でさえ「戦争はいけない」とうっかり言えない時代になったんです。我々一般人が「平和がいい」などと軽々しく口にしてよいものか……

ヤアコ　　まぁ、でも、ここでそんな話をしなくたって。

リリコ　　そうそう、ここは自由よ。さあ楽しくお作業しましょう！

軽やかな音楽。皆は再び心地よいリズムに揺れようと試みる。

アリキ　　だが、次第に皆は、重苦しい空気に包まれた。
ラサイ　　何も起こらなければいいが、何も起こらなければいいが……

ホシエ　　ラサイさん、それ、鳩と９条やめろってこと？

ラサイ　　ネゲシさん、僕だって平和を求めてるんですよ。ただ、鳩と９条で本当に平和が守れますか？　それ以外の選択肢を認めないってことが、政治的立場の押しつけだと言ってるんですよ。

ヤアコ　　あの、それ以外の選択肢っていいますと？

ラサイ　　だから、平和を守るためには、時に……

ヤアコ　　時に？

ラサイ　　武力も必要なのではないかと。

ホシエ　　つつつつつまり、９条を変えろってこと？

ラサイ　　全面的に変えなくったっていい。９条第一項の平和主義は、このまま大切に保存して、第二項の方をちょこっとだけ……

ソニカ　　ちょこっとだけ？

ラサイ　　だから、自衛隊を自衛軍にしてあげて、ちゃんと憲法で認めてあげて、

ホシエ　　憲法で軍隊を持つって認めたら、交戦権も認めることになっちゃうでしょ、集団的自衛権も認めることになっちゃうでしょ。
ラサイ　　それが普通のことなんですよ。普通の国が、普通に敵から自国を守るため、普通に持つ、普通の権利じゃないですか。

リリコ　　普通はイヤです。特殊がいい！

ラサイ　　じゃあ、アンタたちは、北朝鮮が攻めてきたら、いったいどうするつもりなんです！
アリキ　　「出たっ」とホシエは思った。最も望ましくない話の展開だった。
ラサイ　　北朝鮮は拉致問題に誠意ある対応をしないだけでなく、二００六年七月にはミサイル発射実験を行い、十月には地下核実験を強行して、日本の安全を脅かしている。中国だって、軍事費を毎年１０％も増やして軍備の拡大を続け、東シナ海の海底油田を一方的に開発している。こうした周辺国の脅威から国民の生命、財産と日本の権益を守り、日本の平和を保つためには軍隊を持つ必要があるんだ！　※３
ヤアコ　　でも、とりあえず自衛隊があるんだから……

ラサイ　　自衛隊なんて、他の国の軍隊に比べたらオモチャみたいなもんですよ！

リリコ　　ラサイさん、自衛隊は軍事力として決して小さな存在ではありません。日本の軍事費は世界のランキングでも一九九五年以来ずっと二位から四位のレベルにあるのよ。※４
ラサイ　　ハハ、そのほとんどは、人件費と食費です。

ホシエ　　いいえ、それだけじゃありません。陸上自衛隊は約十四万七千人で兵員数世界第十七位。イギリス、フランス、イタリアより多いんです。海上自衛隊はアメリカ、ロシア、中国、イギリスに次ぐ世界第五位の規模。航空自衛隊の作戦機の数は世界第十二位でイギリス、ドイツ、イスラエルより多い。日本の自衛隊は、その兵員数でも、艦艇、航空機など装備の面でも、ヨーロッパの軍事強国に比べて小さいどころか、ずいぶん大きな存在なんです。※５
リリコ　　ああ、嘆かわしい！　９条は戦力を持つことを禁じているのに。
ラサイ　　じゃ先生は、自衛隊の存在すら認めないと言うんですか？

リリコ　　ええ。非武装中立が理想です。

ラサイ　　セコムで戸締まりしている人に、そういうことを言われたくないなぁ。

リリコ　　セコムが何か？

ラサイ　　セコムは家の戸締まり。戦力は国の戸締まり。戦力を否定するなら、ご自宅のセコムも解除していただかないと。
ホシエ　　それ、何か違うような気が……

ラサイ　　どう違うの、どう違うの？

ホシエ　　え～、だから……

アリキ　　真面目な護憲派であるホシエは、ちょっと融通のきかないところがあった。岩波のブックレットに書いてあることなら言えても、このような難問奇問に自らの力で答える訓練は、実はできていないのだった。

ラサイ　　さあ先生、自衛隊を認めますか？　それともセコムを解除しますか？

リリコ　　わかりました。セコムを解除します。
ヤアコ　　先生、そこまでしなくても……

リリコ　　だって、９条のためですもの。

ラサイ　　９条のためなら、鍵もかけないでいただきたい。

ソニカ　　えっ、鍵も？
ラサイ　　非武装中立、９条堅持ということは、人間に例えれば、限りなく無防備で無抵抗な状態を貫くということです。強盗が侵入しても盗まれっぱなし。

ヤアコ・ソニカ　　えっ！

ラサイ　　夜道で暴漢に襲われても、やられっぱなし。

ヤアコ・ソニカ　　えっ！

ラサイ　　目の前で家族が殺されそうになっても、抵抗せずにただ見ているということです。

ヤアコ・ソニカ　　ええっ！

ホシエ　　それ、何か違うような気が……
ラサイ　　どう違うの、どう違うの？

リリコ　　わかったわよ！　鍵もかけなきゃいいんでしょ！
女たち　　先生！

アリキ　　この日から、リリコの鍵ナシ生活が始まった。
アリキ以外、全員退場。入れ替わりに、タイラ、ザンナ、コン登場。
ザンナ　　なるほど、これが発端だったんですね。

タイラ　　ええ、その日の帰り、ホシエはソニカから、喫茶店「コスタリカ」に誘われました。

コン　　　では、「コスタリカ」にタイムワープ！

三人、退場。ホシエとソニカが、喫茶店にいる。

アリキ　　ソニカはコスタリカでコスタリカを注文したまま、いつまでも飲もうとしなかった。

ホシエ　　ほら、コーヒーが冷めちゃうよ。

ソニカ　　ネゲシさん……鳩と９条のパッチワーク、完成させるの？

ホシエ　　うん……

ソニカ　　偉いねぇ、強いねぇ、立派だねぇ……

ホシエ　　だって、ここまで頑張ったんだもん、意地でもやり遂げなきゃさ。

ソニカ　　私なんて、駄目よねぇ。リリコ先生みたいに、「非武装中立」って言い切る自信はないし、ネゲシさんみたいに「軍備を縮小しながら、自衛隊を段階的に解消する」って言い切る自信もないし……

ホシエ　　まぁここは、護憲派の間でも意見の分かれるところだから、今すぐ言い切らなくたっていいじゃない。みんなで知恵を出し合って、時間をかけて考えようよ。

ソニカ　　ねえ、コスタリカにも、日本と同じような憲法があるんでしょ？　常設の軍隊は持たないことにするって、書かれた憲法が。

ホシエ　　コスタリカは凄いよ。常備軍を廃止した一九四九年から、もう半世紀も非武装中立貫いてんだもん。
ソニカ　　でも、コスタリカには、攻めてきそうな敵がいなかったんじゃない？

ホシエ　　ちゃうちゃう！　コスタリカのある中米って、紛争の絶えない危険地帯だったんだよ。だから、この暴力の連鎖を断ち切るために、自分から非武装を宣言して、周辺の中米諸国に停戦を呼びかけたんだって。

ソニカ　　私、そんなこと恐くてできない……
ホシエ　　コスタリカにも国境警備隊や海上保安隊みたいな警察部隊はあるのよ。でも、それは軍隊じゃない。余計な戦闘機なんか持ってない。軍隊と警察の違いって大きいよね。

アリキ　　突然ソニカは涙ぐんだ。

ソニカ　　私、コスタリカの人に顔向けできない……

ホシエ　　え、どうしたの？

ソニカ　　もし、私の考えていることを、コスタリカの人に知られたら、私、ものすっごく軽蔑される。

ホシエ　　何よ、言ってよ。

ソニカ　　駄目よ、コスタリカでそんなこと……

アリキ　　ホシエは店内を見回した。
ホシエ　　みんな日本人だよ、本物はいないよ、さあ、早く言ってみてよ。

ソニカ　　ここだけの話にしてよ。このこと、誰にも言っちゃあやあよ。
ホシエ　　わかったわかった、誓うから。

アリキ　　ソニカは話し出した。

ソニカ　　今ね、９条を守ろうとする人も、９条を変えようとする人も、みんな「９条と自衛隊の関係が矛盾してるから」ってことを理由にするでしょ？
ホシエ　　だって本当に矛盾してるもん。

ソニカ　　矛盾って、してたらいけないの？

アリキ　　ホシエは言葉を失った。

ソニカ　　「矛盾」がしちゃいけないことならば、何で六十年間も矛盾したままやってきたの？　本当は、矛盾したままの方が安心で楽チンなんじゃないの？

ホシエ　　矛盾が安心で楽チンだって？

ソニカ　　だって、９条と自衛隊が矛盾したままあったおかげで、戦争はしないって言うこともできたし、いざって時には戦力があるって安心することもできたのよ。これが楽チンでなくて何なの？　どうしてこのままでいちゃいけないの？　このバランスを今崩すのは危険じゃない？　このまま行こうよ！　私、矛盾のまんまがいい！

ホシエ　　ソニカ、ソニカ、落ち着いて……

ソニカ　　だって私、９条は守りたいけど、強盗に入られるのイヤだもん、夜道で襲われるのも、家族が殺されるのを、ただ見てるのもイヤだもん。だから、矛盾したままでいたい、この矛盾をどこまでも生きていきたいの……

ホシエ　　ったく、ラサイは余計なことを言ってくれたよ。

頭を抱えるホシエ。ソニカは去る。

タイラ、ザンナ、コン、登場。
ザンナ　　いやぁ、面倒なことになりましたねぇ。
タイラ　　ええ、その日の夜、ホシエは家族に相談しました。

コン　　　では、その日の夜にタイムワープ！
三人、退場。ユキトシ、ヘイタ、ネネコが出てきて席につく。
アリキ　　ここはネゲシ家。夫のユキトシ、息子のヘイタ、娘のネネコが食卓を囲んでいた。

ホシエ　　……ね、というわけだったのよ。みんな、どう思う？

ネネコ　　そうかぁ、家にも戸締まりが必要なように、国にも戸締まりが必要なんだ。そのための、国の戸締まりが自衛隊なんだ。あ、やっとわかったぁ！

ユキトシ　馬鹿かお前は。家の戸締まりは外からの侵入を防ぐだけだろ。でも、武力は人を殺すんだぞ。家の鍵が人を殺すか？　セコムの警備員が人を殺すか？　こんな単純なペテンにひっかかるとは情けない！　※６
ホシエ　　あ～っ、何であの時言えなかったんだろう！

ユキトシ　これはよく使われるトリックでね、武力を戸締まりに例えることで、武力が引き起こす大量殺人と破壊から、目をくらませてしまうんだ。

ホシエ　　ああ、リリコ先生は鍵をかけても、セコムに入ってても、９条を裏切ることにはならないのよねぇ！

ユキトシ　当たり前だ。家はいっくら戸締まりしたって近所に不安を与えないけど、国が武装を強化すれば、周囲の国は警戒するぞ。北朝鮮を見ろ。自衛のためだって軍備を拡張したら、周囲の国からムチャクチャ警戒されて、国際的な非難を浴びちゃってるじゃないか。※７
ネネコ　　でも、９条を守りたいなら、夜道で暴漢に襲われても、抵抗しちゃいけないんでしょ？

ユキトシ　抵抗しなさい！　大声で助けを呼びながら、ソイツの股間を蹴り上げて逃げるんだ！　お前の暴力は核兵器じゃないだろう！　　
ホシエ　　そうか、暴力の規模が違うのか！

ユキトシ　そういう問題じゃなくてね、暴漢を他国の襲撃に例えるなら、正確にはこう言うべきだ。夜道で暴漢に襲われるかもしれないから、必ずナイフを携帯しましょう。襲われたら、迷わず刺しましょう。その暴漢の家も壊しましょう、その家族も殺しましょう。ここまで言わなきゃ武力の例えにならないよ。

ネネコ　　父さん、凄ぉい！　やっとわかった私ぃ！

ホシエ　　あなた、さすがだわ！

ユキトシ　それにね、襲ってくるかもしれない国を、強盗や暴漢に例えること自体にそもそも無理があるんだよ。国というのは、どこの誰とも知れない相手とは違う。そして、ある日、突然襲いかかってきたりはできない。襲いかかる前には、必ず両国の関係が悪化する期間があり、ここで充分に危機の予想はつくわけだ。だから、これ以上の関係の悪化を防ぐために、言葉をつくした外交努力が必要なんだよ。

ネネコ　　父さん、かっちょい～い！

ホシエ　　お見それしました。テレビの前でビール飲んでるだけの男かと思ってたら……

ユキトシ　俺だって、お前はパッチワークだけの女だと思ってたよ。

ホシエ　　あらやだ、ハハハ……

ネネコ　　私こそぶったまげだよ。父さんと母さんが護憲派だったなんて。そういうの、どうでもいいのかと思ってた。

ユキトシ　いや、これまで憲法の話をしなかった父さんも悪かった。何だか妙に照れちゃってね。しかし、こんなデタラメな例え話がはびこるようじゃ、父さんもひと肌脱がなくっちゃな。これからは、家族みんなで憲法について、語り合っていこうじゃないか。

ネネコ・ホシエ　　大賛成！

ユキトシ　　ハハハハ。

アリキ　　その時、ヘイタが立ち上がった。

ヘイタ　　（立ち上がり）馬鹿言ってんじゃね～よ！
三人　　　へ？

ヘイタ　　あんな憲法のどこがいいんだ！　所詮はアメリカの押しつけじゃないか！　そんなものをありがたがって、テメ～ら、日本人として、恥ずかしくないのかぁ！

アリキ　　息子はネット右翼だった。
ヘイタ　　親父もお袋も、結局は、戦後の左翼思想にかぶれてるだけじゃねぇか！　かつての日本人が持っていた「愛国心」を頭ッから「右翼」の一言で否定して、アメリカに押しつけられた民主主義に、ソ連の共産主義をブレンドして、私は進歩的です、私はリベラルですって、ただ気取ってきただけなんだよ！　その結果、この国はどうなった？　親が子どもを虐待する、小学生が人を殺す、主婦は売春、家族はバラバラ、企業は自分たちの利益ばっかり追求して、若者を正規採用しようとしない！　みんな自分勝手な権利ばっかり主張して、秩序もなんもないじゃんかよ！　誰がこんな世の中作ったんだ。みーんな、アメリカの押しつけ憲法が大事にしてきた、個人主義のせいじゃねぇか！

ネネコ　　そうかぁ、押しつけ憲法の個人主義のせいで、みんなが権利ばっかり主張するようになっちゃったんだぁ。それで私もワガママになったんだね。あ、やっとわかったぁ！
ユキトシ　（ネネコに）何でもすぐにわかるんじゃない！　

ホシエ　　そうです。個人主義と利己主義は、全然別のものなんだよ。今の憲法は個人を尊重してるけど、利己主義を尊重してるわけじゃないんだから。

ユキトシ　率直に反省しよう。僕らは憲法の謳う民主主義をちゃんと機能させてこなかった。国民に主権があることも、基本的人権があることも、戦争放棄の誓いさえ、僕らはまだ手に入れているとは言い難い。だから、社会に様々な歪みが出て、

ヘイタ　　黙れサヨク！　俺は何としても自主憲法を制定し、日本人の誇りを取り戻す。そして、愛する者のために戦う。俺は、君のためにこそ死にに行く！

ユキトシ　お前、それより、一日も早く就職を……

アリキ　　夫は、そのまま倒れた。

家族は退場、タイラ、ザンナ、コン、登場。ハナブエ・コウコが演技エリアに現れる。

ザンナ　　さて、話はその翌日に飛びます。

コン　　　え～と、この方は？

タイラ　　ハナブエ・コウコさんです。

コン　　　ああ、「横丁のマダム」と呼ばれた。

タイラ　　ええ、ご町内で大変頼りにされた、相談役のような方ですね。
再び演技エリアに入るホシエ。タイラ、ザンナ、コン、退場。
アリキ　　ということで、ホシエは相談に来たのだった。

ホシエ、ハナブエの傍に座る。

ハナブエ　そう、息子さんがネット右翼……

ホシエ　　ええ、ブログを読んで、夫は寝込んでしまいまして……

ハナブエ　おいたわしい……

ホシエ　　どうしたらいいんでしょう。息子は、あの憲法はアメリカの押しつけだから、自主憲法を作るべきだと言ってきかないんです。

ハナブエ　じゃ、こう言っておあげなさいな。連合軍最高司令官マッカーサーは、はじめは日本政府に自主的に憲法を作らせようとしたんですよ。ところが政府が作ったのは、天皇を主権者のままにして、国民の基本的人権の保障はごくわずかな、明治憲法とほとんど代わり映えのしないものでした。ポツダム宣言を受諾しておきながら、政府は民主主義ってものが全くわかってなかったのよ。だから、マッカーサー草案を押しつけられてしまったんですよ。※８
ホシエ　　そこまでは、私も調べて言ったんですけど……

ハナブエ　だけどね、そもそもマッカーサー草案に影響を与えたのは、日本の民間の憲法研究会が作成した憲法草案なの。
ホシエ　　日本の民間の憲法研究会？

ハナブエ　ええ。在野の学者やジャーナリストらが集まって結成した研究グループで、一九四六年十二月に独自の「憲法草案要綱」をまとめ、日本政府とＧＨＱに提出したの。それをＧＨＱが非常に民主的だと高く評価して、マッカッサー草案にもその内容が取り入れられたのは明らかよ。この憲法研究会草案の存在一つとっても、日本国憲法成立の過程は「押しつけられた」と一言で言えるほど単純なものではないんじゃない？　※９
ホシエ　　なるほど！　単純な押しつけじゃなかったんだ！

ハナブエ　それにね、押しつけ押しつけって言うけど、誰に何が押しつけられたかってことが一番重要なんじゃないの？　誰に何が押しつけられたの？　※10
ホシエ　　えーと、日本人に、平和憲法が。

ハナブエ　その日本人って、国民？

ホシエ　　（ちょっと考え）はい。

ハナブエ　つまり、日本国民に平和憲法が押しつけられたのね？
ホシエ　まぁ……。

ハナブエ　へえ、じゃ、当時の日本国民は平和憲法がイヤだったのね。　

ホシエ　　いえ、もう戦争はコリゴリだって、大歓迎したんですよね？

ハナブエ　大歓迎したんなら、押しつけって言わないんじゃない？

ホシエ　　そっか……じゃ、押しつけられたのは……

ハナブエ　誰？

ホシエ　　平和憲法をイヤがる人ですよね？

ハナブエ　誰？

ホシエ　　誰？

ハナブエ　戦争を進めていた人でしょう。民衆が戦場に行くことを押しつけていた日本の支配者たちに平和主義が押しつけられたのよ。※11
ホシエ　　そうか……これはちょっと発見でした。私、みんなに教えてあげよう！
ハナブエ、ホシエ、エリアから退場。
タイラ、ザンナ、コン、登場。

コン　　　で、そのまま、パッチワーク教室に走ったわけですね？
タイラ　　はい。しかし、リリコ先生は……
リリコ、よろよろと演技エリアに入る。

ザンナ　　かなり、やつれてらっしゃいますけど……

タイラ　　９条を守りたいと鍵ナシ生活を貫いたため、不安で眠れず、ヘトヘトになっていたのです。

リリコ　　あっ……（と、よろけて、倒れそうになる）
ヒルオカ、ヒガシヤマが走り出てきて、リリコを支える。

コン　　　お弟子さんが、つきっきりで支えていたわけですね。

アリキ　　そこに駆けつけたホシエが、歓迎されるはずもなかった。
タイラ、コン、ザンナ退場。演技エリアにホシエが駆け込む。

ホシエ　　先生！　戸締まりしたっていいんですよ！　家の戸締まりが９条を裏切ることにはなりません！
ヒルオカ、ヒガシヤマは冷たい視線を向ける。

ヒルオカ　もういい加減にしてください！　こんな時代に、まだ９条を守ろうだなんて、あまりにも非現実的じゃありませんか！

ヒガシヤマ　しかも、敗戦のどさくさに押しつけられた憲法を……

ホシエ　　いえ、それが、単純な押しつけではなくてですね……

ヒルオカ　そんなことより、今の憲法は古過ぎます！　できてから、もう六十年もたっているのよ。

ヒガシヤマ　新しい現実に対応し切れてるとは、とてもとても、
二人　　　言えないわよねぇ。

ヒガシヤマ　特に９条と自衛隊の関係は……

ヒルオカ　矛盾だらけ！　嘘がミエミエ！
ヒガシヤマ　この際、ちゃんと認知しましょうよ。あのコはウチの軍隊だって。

リリコ　　ああ、あなたたちまで……！
ヒルオカ　先生、私はこのまま、憲法の条文と現実がかけ離れていくのがイヤなんです。どこかで歯止めをかけないと、「憲法なんて、守らなくって当たり前」って空気が広がってしまうじゃありませんか。
ヒガシヤマ　それが一番恐いんです。「法を守る」という精神が世の中から失われてしまうのが……
ヒルオカ　現に安倍首相は、９条を変えないままでも、集団的自衛権を行使できるか、検討を始めたではないですか。

ホシエ　　だからって、現実に合わせて憲法を変えちゃうと、結局それは、現実をこのままでいいと認めたことになっちゃうでしょう。

リリコ　　そうですよ。９条を守らずに、自衛隊をここまで大きくしてしまったことの方が問題なのに。

ヒガシヤマ　ですから、政府にこれ以上、９条の拡大解釈を許さないためにも、自衛隊は防衛のためだけの軍隊なんだと、憲法にしっかり書きこんで、それをしっかり守らせて。

ホシエ　　でも、今だって、自衛隊は遠くまで行けるイージス艦やクラスター爆弾まで持ってるのよ。
リリコ　　防衛の範囲を超えてるわよねぇ。

ホシエ　　ここで軍隊にしちゃったら、さらにエスカレートするだろうし……
ヒガシヤマ　自衛隊は、そんなに恐ろしいだけの集団ではありません。

ヒルオカ　人命や災害の救助だってよくやってきたじゃありませんか。

ホシエ　　ええ、だから軍隊にするというより、むしろ国際レスキュー隊のような専門組織にするのがいいのではないかと。

リリコ　　賛成！　そうすれば、もう戦力じゃないから、憲法９条にも矛盾しないし。
ホシエ　　ね、現実に合わせて９条を変えるより、むしろ９条の初心に立ち返って、現実の方を変えないと。

リリコ　　ヒルオカさん、ヒガシヤマさん、一緒に９条を守りましょうよ。

アリキ　　ヒルオカとヒガシヤマは顔を見合わせた。

ヒガシヤマ　ちょっとタイムを要求します。

アリキ　　　しばらく囁き合ったのち、二人はこう答えた。

ヒルオカ　先生、見損ないました。
ヒガシヤマ　先生は、自分の住む、自分の国さえ平和であればいいんですね。

ヒルオカ　「一国平和主義」なんですね。

アリキ　　「出たっ」っとホシエは思った。護憲派にとって、これは痛い言葉だった。

リリコ　　ネゲシさん、どうしよう……（と、うろたえる）

アリキ　　ホシエは必死に考えた。そして、横丁のマダム・ハナブエがこう言っていたのを思い出した。

ハナブエの姿が浮かぶ。

ハナブエ　よく憲法９条に対して、「一国平和主義」だと批判する人がいるけれど、それは全く違います。元々憲法９条は、日本が周辺諸国を武力で侵略したという過去を踏まえ、二度とそうした迷惑をかけないという反省を、日本の武装を解除する形で示したもの。つまり、周辺諸国への「戦争しません、侵略しません」という誓いなのです。※12
ホシエ　　（ヒルオカとヒガシヤマに）ホラ、どこが一国平和主義なんです？

リリコ　　多国平和主義ではないですか。

アリキ　　だが、ヒルオカとヒガシヤマは、ラサイの言葉を思い出していた。

ラサイの姿が浮かぶ。

ラサイ　　９条が平和に貢献したのではない。正しく平和に貢献したのは、日米安全保障条約だ。これがあったからこそ、日本の戦後は守られたし、またアメリカも日本に基地を置き、アジアの、世界の平和に貢献できた。
ヒルオカ　ホラ、日米安保条約を何より大切にしなければ！ 
リリコ　　でもそれだと、二国平和主義になっちゃわない？

ヒルオカ・ヒガシヤマ　　えっ？

リリコ　　だって、日米安保は日米だけの軍事同盟。この二国さえ平和ならいいって主義に過ぎないのよ。※13
ホシエ　　先生、冴えてる！

アリキ　　だが、予想もしない展開が待っていた。

ヒルオカ　ではこういう場合はどうするのです？

ヒガシヤマ　今や、テロとの戦いは世界の安全保障の最大の課題です。また、各地で内戦や民族紛争、宗教対立が後を絶ちません。独裁政権のもとで抑圧されている人々もたくさんいます。
ヒルオカ　コソボ紛争、スーダンの集団殺戮、ルワンダの８０万人もの大虐殺……

リリコ　　あ～っ、子どもたちが死んでいくぅ……！　

ヒガシヤマ　虐げられ、殺されていく人々を救うために、国連が介入しなければならないことがあるでしょう？

ヒルオカ　人道的介入！
アリキ　　護憲派にとって、苦手な言葉だった。

リリコ　　ああ……

ヒガシヤマ　国連の多国籍軍が人道的介入をする時、自衛隊は参加できません。

ヒルオカ　　軍隊ではないからです。

ヒガシヤマ　軍隊ではないからと言って、殺されていく人々を、子どもたちを、このまま放っておくのですか？
ヒルオカ　本当に、本当に、本当につらいけれど、この世には、どうしてもしなければならない戦争がある。
ヒガシヤマ　人道的介入！

ヒルオカ　人道的介入！

リリコ　　おおお……

ヒガシヤマ　人道的介入、やめますか？
ヒルオカ　それとも、９条やめますか？

リリコ　　ジ、ク、ジ、ク……（と悩む）
ホシエ　　先生、早急に結論を出すのはやめまししょう。これについてはもっと議論を深めないと。

ヒガシヤマ　お金だけ出して、血も汗も流さないニッポン。

ヒルオカ　　そう言われても、いいんですか？

リリコ　　９条やめます……
ホシエ　　先生！

ヒルオカ、ヒガシヤマ、リリコを連れ去る。一人残るホシエ。タイラ、ザンナ、コン、登場。

コン　　　ホシエは相当に落ち込んだわけですね。

タイラ　　それで、気分転換に美容院に行くんです。

ザンナ　　護憲派の親友が経営しているという？

ナカコ、登場。

タイラ　　ええ、この人です。

アリキ　　ホシエは、親友、ナカコの経営する美容院に駆けつけた。
タイラ、ザンナ、コン、退場。ホシエが演技エリアに駆けつける。

ホシエ　　ねえ、大変！　リリコ先生がとうとう、９条を捨てますって！

ナカコ　　えっ、リリコ先生が！

アリキ　　ホシエは一部始終を話した。
ナカコ　　はぁ、人道的介入って言われちゃったかぁ……

ホシエ　　リリコ先生、国際貢献とか、人道的介入ってのにめっぽう弱いでしょ。「ああ、子どもたちが死んでいくぅ」って……

ナカコ　　まぁ、よく使われる口実だよね。９条を変えさせたい人たちって、必ず「国際社会の流れに合わせるために」って理由づけするからさぁ。※14
ホシエ　　そうだよね。国際社会が協調して行う武力行使に、無理なく参加できる国になるってことが日本の国益だって思う人、多いもんねぇ。※15
アリキ　　二人はため息をつき、首を振るしかなかった。が……

ナカコ　　ん？
ホシエ　　え？

ナカコ　　今の、何か変じゃなかった？
ホシエ　　変？

ナカコ　　今言ったこと、もういっぺん言ってみるから、アンタも自分の言ったこと、言ってみてよ。

ホシエ　　うん……

ナカコ　　じゃ、まず私からいくよ。

ホシエ　　はい。

ナカコ　　まぁ、よく使われる口実だよね。９条を変えさせたい人たちって、必ず「国際社会の流れに合わせるために」って理由づけするからさぁ。

ホシエ　　そうだよね。国際社会が協調して行う武力行使に、無理なく参加できる国になるってことが日本の国益だって思う人、多いもんねぇ。

アリキ　　二人はため息をつき、首を振るしか……

ナカコ　　（ホシエに）ってことは、アンタ、９条を変えると国益、つまり、何らかの日本の利益になるんだね？

ホシエ　　って思う人も多いってことさ。

ナカコ　　どんな利益？

ホシエ　　だから、人道的介入だとか、テロとの戦いだとかに、自衛隊も軍隊としてちゃんと参加すると、国際平和のためにつくしてるって感じで、好感度が上がるんでしょ？

ナカコ　　ほう。そのために９条を捨てろって、外国から望まれてんの？

ホシエ　　アメリカから望まれてんじゃん。

ナカコ　　９条作らせたの、アメリカだろ？

ホシエ　　それを今では後悔してんのよ。やっぱり一緒に血を流してほしいって。

ナカコ　　で、アメリカの他には？

ホシエ　　え？

ナカコ　　日本に９条を捨ててもらいたがってる国。

ホシエ　　え～と……

ナカコ　　中国？

ホシエ　　まさか！

ナカコ　　韓国？

ホシエ　　あり得ないっしょ！

ナカコ　　じゃ、北朝鮮か？

ホシエ　　アンタさぁ、ンなわけないじゃん。アジアで日本に９条を捨ててほしい国なんてないわよぉ！　みんな捨てんなって言ってんじゃない。

ナカコ　　じゃ、どこなんだよ。アメリカの他に、９条を捨てて国際貢献しろって迫ってる国は？

ホシエ　　え～……

ナカコ　　イギリス？　フランス？　ドイツ？　イタリア？　ロシア？

ホシエ　　どこもそうは言ってないような……

ナカコ　　言ってないよ！　今更そんなの発見すんなよ！

ホシエ　　だけどさぁ、十六年前の話になるけど……

ナカコ　　一九九一年？

ホシエ　　うん、湾岸戦争。イラクがクゥエートに攻め込んだ時、国連は、これは見捨てておけぬって、イラクへの武力行使を決議したよね。

ナカコ　　ああ、アメリカを中心とする多国籍軍が空爆を始めた。
ホシエ　　あの時日本は、９条があるから、もちろん参加しなかったけど、
ナカコ　　お金は出したよ。百五十億ドルも。

ホシエ　　でもさ、クゥエートから、感謝状一枚もらえなかったじゃない。

ナカコ　　だって、出したお金のほとんどは、アメリカの手に渡っちゃったらしいじゃないの。
ホシエ　　だけどさ、あの時、「日本は金だけ出して、血も汗も流さない」って世界各国から文句つけられちゃったでしょ。あれがトラウマになってる人、多いよぉ。
ナカコ　　どこよ、その文句をつけてきた世界各国って？

ホシエ　　だから、湾岸戦争に加わった多国籍軍の国から……

ナカコ　　イギリス？　フランス？

ホシエ　　たぶん……アメリカ。

ナカコ　　だろ？

ホシエ　　まぁ……
ナカコ　　あのさ、わかりにくくなるからさ、アメリカのことを「世界各国」って言うの、やめない？

ホシエ　　うん……
ナカコ　　それからさ、アメリカだけが言ってることを、国際社会が言ってるって言うのも、わかりにくくなるからやめない？

ホシエ　　私が言ったんじゃないわよぉ。

ナカコ　　とにかく、真剣に９条を守りたいんなら、誰かが「アメリカ」と「世界各国」や「国際社会」をごっちゃにした時、「それ、違ってません？」って明るく言えなきゃ駄目だっての！　

ホシエ　　明るくねぇ……

ナカコ　　じゃ、さっき私たちが言ったこと、もう一回チェックするよ。

ホシエ　　もう一回？

ナカコ　　だって、９条にクレームつけてんのは、アメリカだけだってことがはっきりしたんだから、さっきの会話で国際社会って言ってたとこは、アメリカって言い換えなきゃ正確じゃないでしょ。

ホシエ　　もう、何て言ったか忘れちゃったよぉ……

ナカコ　　ほら、はい、来たとこから！

アリキ　　ホシエは来たところから、やり直した。
ホシエ　　ねえ、大変！　リリコ先生がとうとう、９条を捨てますって！

ナカコ　　えっ、リリコ先生が！

アリキ　　ホシエは一部始終を話した。

ナカコ　　はぁ、人道的介入って言われちゃったかぁ……

ホシエ　　リリコ先生、国際貢献とか、人道的介入ってのにめっぽう弱いでしょ。「ああ、子どもたちが死んでいくぅ」って……

ナカコ　　まぁ、よく使われる口実だよね。９条を変えさせたい人たちって、必ず「アメリカの流れに合わせるために」って理由づけするからさぁ。

ホシエ　　そうだよね。アメリカが単独で行う武力行使に、無理なく参加できる国になるってことが日本の国益だって思う人、多いもんねぇ。
アリキ　　二人はため息をつき、首を振るしかなかった。

ナカコ　　これでやっと意味が通る。

ホシエ　　（標語めいて）気をつけよう、「アメリカ」と「国際社会」は別のもの。
ナカコ　　だいたい、国際社会の方は今、「テロとの戦い」を名目に武力行使することには、むしろ慎重になってんのよ。

ホシエ　　え、そうだっけ？

ナカコ　　だって、９・１１のテロの時はまだ、アメリカがアフガニスタンに報復爆撃するのを、かなりの国が支持してたじゃない。でも、イラク攻撃の時はどうだった？　
ホシエ　　ほとんどの国が反対したよね。

ナカコ　　国連加盟国の八割近くが同調せず、世界中で一千万人もの反戦デモ！　これは、反戦デモとしては過去最大だよ。

ホシエ　　ああ、私もあの時は、世界の流れが変わってきたって感じたよ。

ナカコ　　だから、米英軍は、国連の決議を得られないまま、イラクを攻撃したんでしょ。この大ルール違反を、日本の政府は、いち早く支持しちゃったけど。

ホシエ　　９条持ってる国がなぁ。

ナカコ　　去年（０６年）北朝鮮がミサイルの発射実験した時だって、当時官房長官だったあの人は何て言ったのよ？

アリキ　　彼は、記者会見でこう語ったのだった。

アベ・シンゾーの姿が浮かぶ。

アベ　　　北朝鮮のミサイル等の基地をたたくことも、法律上の問題としては、自衛権の範囲内として可能との見解があります。日本国民と国家を守るために何をすべきかという観点から、つねに検討研究を行うことは必要ではないでしょうか。
ホシエ　　これって、日本が先北朝鮮に制攻撃しようってことじゃない。

ナカコ　　当時の額賀防衛庁長官も、麻生外務大臣も、先制攻撃を検討すべきだって、同じこと言ったよね。これ全部、アメリカから出た先制攻撃論への相乗りなのよ。

ホシエ　　アブねぇ！　９条持ってる国が、どうやって先制攻撃できんだよ！

ナカコ　　だから、どこまでも解釈改憲やってんのよ。９条が武力行使を禁じていたって、自衛の権利は当然あるって。

ホシエ　　でも、いくら何だって、自衛のために先制攻撃って、そんな理屈は通んないでしょ。

ナカコ　　それをブッシュが通したじゃない。イラク攻撃は、自衛のための先制攻撃だって。あれがお墨付きになったのさ。

ホシエ　　やっぱり世界は戦争が好きだ……
ナカコ　　ほら、また世界とアメリカをごっちゃにする！　確かにあの時、世界は北朝鮮を非難したよ。国連の安保理は「北朝鮮非難決議」を全会一致で採択した。でも、日本政府が強く求めた「軍事行動につながる強制措置」は入れられなかった。それは、世界の国々が、日米と北朝鮮の間で軍事的緊張が高まるのを何とか避けたいと思ったから。これはね、言い換えれば、９条があるのに、先制攻撃論をブチ上げたり、国連に「軍事的措置を可能にする決議」をしゃにむに求めたニッポンに、多くの国が警戒したってことだよ。※16
ホシエ　　思いっきり、引かれちゃったんだ……

ナカコ　　だから、今９条に見切りをつけようとするってことは、実は国際社会の流れに逆行するってことなの。アメリカと世界をごっちゃにして、余計な国際貢献コンプレックスを持つのはおやめなさい。

ホシエ　　
たださぁ、すっごくわかりにくかったんだよ。だって、国連の非軍事的な平和維持活動のことを「国際貢献」って言うのは当然だけど、国連を無視してアメリカがやる軍事行動のお手伝いも「国際貢献」だって言われちゃうから、つい「国際貢献」のためなら、９条を捨てなきゃって思いがちになっちゃうのよね。

ナカコ　　まぁ、政府もメディアも意図的なんだか、ルーズなんだか、すべてを「国際貢献」でひとくくりにしてきたよね。
ホシエ　　よし、リリコ先生のとこ、行ってこよう！　国際貢献の呪縛からまず解放してあげないと……（と、行こうとする）

ナカコ　　やめなよ、無駄だから……
アリキ　　ナカコの顔には、これまでにない表情が表れていた。

ナカコ　　市民がどれだけ頑張っても、しょせん戦争は止められない。憲法９条だって、今に変えられちゃうに決まってる。

ホシエ　　え、たった今、９条は国際社会の流れだって……

ナカコ　　だけど、その流れが、アメリカを変えられるわけないでしょう。アメリカは九千九百六十発の核弾頭を持ち、五千七百三十五発を作戦配備して、世界中を威嚇している。アメリカは、どこの国にも勝てるけど、アメリカに勝てる国は、どこにもない。

ホシエ　　でも、いくら軍事大国だって、国連がある限り……

ナカコ　　アンタ、まだそんな幻想を持ってんの？　国連なんて、何の役にも立たないことが、イラク戦争でバレちゃったじゃない。しかもあの戦争は法的根拠がなかっだけじゃなくって、事実的根拠とされたことさえが、後になってボロボロと、
アリキ　　二００五年、ブッシュ大統領は自らイラクに大量破壊兵器がなかったことを発表した。その翌年、米上院情報特別委員会は、当時のフセイン政権が、国際テロ組織アルカイーダからの物質的な支援要請を拒否し、アルカイーダを脅威と見なしていたと報告した。※17
ナカコ　　アンタだったら、町歩ける？　こんな根拠のない言いがかりで、六十五万ものイラク市民を殺しといて。

ホシエ　　日本だって責任重いよ。日本の政府が支持しなければ、違う展開もあったかもしれないのに！

ナカコ　　私、今度こそ、みんながそう言ってくれると思ってた。

ホシエ　　思ってた？

ナカコ　　こないだカットに来たラサイさんが言ったんだけどね……

ラサイ　　いやぁ、イラクの犠牲は痛ましい、痛ましいけど、あの時はわからなかったんだから、仕方ないんじゃないですか？　それに、フセインの独裁政権が倒れて民主主義の国になったんだから、結果としてよかったんじゃないですか？

ホシエ　　嘘だろ、嘘だろ、嘘だろ、嘘だろ……

ナカコ　　でも、こういう意見、割と普通に言われちゃってると思うのよ。

ホシエ　　確かに空気は変わってきたよね。ここ数年、これまでだったら絶対作れなかった法律が次々とできちゃうし……

ナカコ　　周辺事態法、テロ特措法、有事関連法案、イラク特措法。そして自衛隊はイラクに派遣され、国会審議もないままに、ある日突然「多国籍軍」に入ることになっていた。
ホシエ　　ったく、あれは無茶だよなぁ。まだ憲法変わってないんだよ。まだ自衛隊は軍隊じゃない、多国籍軍に入れちゃいかんだろ！

ナカコ　　なんて思う人が、今、日本にどれだけいるんだろ？
ラサイ　　それは、ほとんどいないでしょう。

アリキ　　奥から現れたのは、ラサイだった。

ラサイ　　もし、あの時イラクに自衛隊を派遣しなかったら、いざという時、アメリカに守ってもらえない。多くの人が国益を考え、自衛隊の派遣をやむなしと受け止めたのではないですか？

アリキ　　「出たっ」とホシエは思った。「国益」とは、理念や規範を上回る、当時の国家の運営方針だった。

ラサイ　　それに、戦後、日本の平和を守ってきたのは９条じゃない。日米安全保障条約です。アメリカの核の傘の中で、日本はどれだけぬくぬく過ごしてきたか。そろそろご恩返しをしませんと。

ホシエ　　あの、ラサイさんは、なぜここに？

ナカコ　　ごめんね、ホシエ。とうとう、国民投票法もできちゃたでしょ。私もう、９条を守るの、辛くなってきて、それで、ラサイさんとおつき合いを……

ホシエ　　ガラガラガッシャ～ン！

アリキ　　ホシエの心が一部砕けた。

ラサイ　　ホシエさん、落ち着いて国益を考えましょう。日本が侵略されたって、国連は守っちゃくれませんよ。国連はイラク戦争を止められなかったじゃありませんか。
ホシエ　　それ、あなたが言うのおかしくない？　米英のルール違反を支持した側が、よく国連は無力だなどと……
ナカコ　　ホシエ、弱肉強食の世の中なのよ。私、負け犬になりたくない。ラサイさん、９条捨ててついていきます！

ラサイ　　ああ、一緒に行こう、「美しい普通の国」を目指して。

ホシエ　　ガラガラガッシャ～ン……

ホシエ、その場にくずおれる。ラサイとナカコは退場。
タイラ、ザンナ、コン、登場。

コン　　　なるほど、この後、ホシエはショックのあまり、さまよい歩いて、この公園に来るんですね。

タイラ　　ええ、ここで、運命のタクシー運転手に出会います。

運転手１が登場。公園のベンチで休憩する。

ザンナ　　あ、あの人ですか。今、ベンチで休んでいる。

タイラ　　はい。彼がたまたま護憲派で、話が弾みましてね、ホシエはすっかり元気になるんです。

ザンナ　　それが、ホシエの大きな転機になるわけですね？

タイラ　　そう、ここから彼女はご町内で猛然と憲法話を展開する。

うなだれたホシエがやって来る。

アリキ　　うなだれたホシエがやってきた。ホシエはあたりを見回し、傍にいた男に声をかける。
ホシエ　　（運転者１とアリキを見比べた後、アリキに）あのう、この辺にタクシー乗り場はないですか？

タイラ　　あっ……
ザンナ　　ヤバイ……

コン　　　歴史が狂っちゃう……

ホシエ　　（アリキに）あのう、タクシー乗り場は……

アリキ　　あ、あの、それは、あちらの方に聞いていただかないと、ホシエ　　え、（と、運転手１を見て）でも、寝てるしぃ……

アリキ　　いえ、起こして聞いたんです。あなたは、昔、あの人を起こして…
ホシエ　　え、私が昔？

アリキ　　あ～、どうしましょう！

と、タイラたちの方を振り返る。

コン　　　駄目だ、こっち見ちゃ！

ホシエ　（コンたちにも気づき）え？
ザンナ　　いえ、何でもありません……

タイラ　　（ホシエに）奥さん、あの人に声かけてください！

コン　　　あの人、タクシーの運転手です。

ザンナ　　車は近くに止めてあるから……

アリキ　　ね、この人、この人を起こして……（と、ホシエを運転手１の方に連れて行こうとする）

ホシエ　　（怪しんで）何騒いでんの、やだ、何すんのよ。

その時、運転手２の運転するタクシーが通りかかる。

ザンナ　　あ、別のタクシーが……

ホシエ　　（手を上げ）乗せてくださ～い！

タクシー、止まる。タイラたち、一斉にホシエに走り寄る。
タイラ　　いけません、そのタクシーは！

コン　　　あっちのタクシーに乗らないと。

タイラ　　奥さん、歴史が狂います。

運転手２　おい、営業妨害かぁ……

ザンナ　　あ、あっちの運転手が……

運転手１，目を覚まし、ベンチから去る。

コン　　　（運転手１に）あ、ちょっと待って！　
運転手２　はい、出ますよ。どいてどいて！

運転手２のタクシー、ホシエを乗せて出発する。

ザンナ　　先生、どうしましょう？
タイラ　　とにかく、僕らもタクシーを拾ってホシエの後を追わないと。

三人、去る。ホシエを乗せて走るタクシー。
ホシエ　　変な人たち。何騒いでんだろ……

運転手２　気をつけてくださいよ。近頃はワケわかんないのが多いから。あ、（クラクションを鳴らす）コラぁ！　車道でウンコ座りしてんじゃねえよ！　（と、外の若者に向かって叫ぶ）ったく、最近の若い連中は、プライベートとパブリックの区別もつかねんだから、しょうがないですよねぇ、奥さん。

ホシエ　　はぁ……

運転手２　これはやっぱり、軍隊がないからですよ。今ね、日本の女が韓国の男にキャーキャー言ってんのは、徴兵制があるからだな。アイツら、姿勢がいいもん、ウンコ座りしないしね。やっぱシャキッとするんだなぁ、軍隊に入ると男は。

ホシエ　　はぁ？

運転手２　だから、日本も徴兵制ぐらいしいとかないと、男が全部駄目になっちゃうよねぇ。こんなことで韓国の男に負けてるようじゃ、竹島だってとられちゃうよ。

ホシエ　　はぁ！

運転手２　護憲派の連中がよく言うでしょう。戦後の日本は戦争で他国の人間を一人も殺していない。一人の戦死者も出していない。これそが、日本の誇りだぁ、みたいなこと。あれ、バッカじゃねえのって思うんスよ。だって、一人の戦死者も出さなかった代わりに、戦後の日本は自分で死ぬヤツ、バカバカ出してきたんじゃね～の。　リストラ自殺、倒産自殺、いじめ自殺、集団自殺。そりゃ、軍隊があれば戦死者が出るかもしれないけど、その方が命の重さは、はるかにわかりやすいっての？　失われた尊い兵士の生命に、国民が真摯に哀悼を捧げるっての？　そうやって、シャキッとした社会になって、無駄死にが減れば、その方が遙かにいいんでないの？
ホシエ　　よかないよ！　降ろせぇ！

急ブレーキの音。
運転手２　護憲派だったのかよ……この非国民！

去って行くタクシー。ホシエ、路上に取り残される。

ホシエ　　To be, or not to be,……that is the question……
コーキが現れる。

コーキ　　奥さん、お悩みですか？

ホシエ　　え……

コーキ　　護憲派でよいのか、いけないのか、それが問題だ……と、おっしゃったように聞こえたものですから。
ホシエ　　あの、あなたは？
コーキ　　コーキって呼んでください。ほら、そこに明るいネオンが見えるでしょう？
ホシエ　　ああ……

コーキ　　あれが、僕の勤めるカクテルバー・改憲です。

ホシエ　　カクテルバー・改憲？

コーキ　　ひと晩遊んでいきませんか？　トロピカルな改憲カクテルが各種ご用意できています。

ホシエ　　でも……

コーキ　　いいじゃないですか、たまには改憲に酔ってみるのも。

ホシエ　　でも……

コーキ　　ほら、あなたは来たがっている。ほら、自分に嘘をつかないで……

ホシエ、コーキについて行く。陰から、タイラ、ザンナ、コン、アリキが現れる。

ザンナ　　まずいですね、改憲カクテルなんか飲んじゃったら。

タイラ　　これは、やはり、もう一度あの公園にタイムワープして、護憲派タクシーに乗る所からやり直さないと。

コン　　　それが、今、チーフと連絡とったんですけど、タイムマシーンは高くつくので、予定外の使用は避けてほしいと

ザンナ　　もうっ、アリキのせいだよ！

コン　　　そうだよ、ホシエの近くにスタンバイするから。

アリキ　　バミリがそうなってたんスよ。誰スか、あんなとこに印つけたの……

タイラ　　とにかく、改憲バーに急ぎましょう。ホシエの意識を戻さないと、歴史に狂いが出てしまう。

四人、カクテルバー・改憲の方へ向かう。

ザンナ　　（アリキに）アンタはいいから、例の護憲派タクシー見つけて来てよ。

アリキ　　え、別行動なの？

ザンナ　　当たり前でしょ。時間がズレたって何だって、ホシエと話をさせなくっちゃ。

ザンナ、タイラたちを追って去る。アリキ、別方向へ去る。

カクテルバー・改憲。ママ、ミッチー、ユックンが現れる。
ママ　　　さぁ、開店前のミーティングを始めるわよ。ミッチー！

ミッチー　はい。

ママ　　　自民党が発表した憲法改正案の中で、一番の目玉は何かしら？

ミッチー　それはやはり、憲法第９条の改正であります。

ママ　　　ユックン！

ユックン　はい。

ママ　　自民党は、憲法９条のどこをどう変えたいの？

ユックン　９条の第一項はそのままに、第二項を全面的に書き換えます。

ママ　　　ミッチー、言って、どう変わるの？

ミッチー　我が国の平和と独立並びに国及び国民の安全を確保するため、内閣総理大臣を最高指揮権者とする自衛軍を保持する。
ママ　　　ああ、日本もとうとう軍隊を持てるのね。「陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。国の交戦権は、これを認めない」という、あの忌まわしい文句が第９条から消えるのね！

ミッチー　そうです、ママ。これで個別的自衛権だけでなく、集団的自衛権も堂々と行使することができるのです。
ユックン　さらにママ、わが国の自衛軍は、特に自衛のためでなくとも、武力行使ができるようになるんですよ。

ママ　　　まぁ、なぜ？

ユックン　自衛軍は、「国際社会の平和と安全を確保するために国際的に協調して行われる活動」も行うことができるって書かれているから。
ママ　　　ああ、夢にまで見た、平和のための武力行使！

ミッチー　そうです、ママ。イラクでだって、アメリカと一緒に堂々とテロと闘えます！

ママ　　　他には？　他には！

ユックン　軍事裁判所が設置されます。
ママ　　　ああ、とうとう！

ミッチー　政教分離が緩和されます。
ママ　　　そうよね。戦死者が出た場合、首相が靖国に参拝できなくちゃ困るもの。

ユックン　財産権の内容は、公益及び公の秩序に適合するように、法律で定められます。

ママ　　　そうよね、有事の際には、個人の土地や財産も、国が利用できるようにしなくっちゃ！

ミッチー　はい、ママ。いつ戦争になったとしても、これでバッチリ対応できます。
ママ　　　さあ、早く憲法を改正して、早くその日が来るように、今日も仕事に励みましょう！
二人　　　はい、ママ！

ママは去る。コーキに連れられて、ホシエが入ってくる。

コーキ　　悩める護憲派様、ご案内！

ミッチー・ユックン　いらっしゃいませ、こんばんは！

コーキ　　さぁ、これがドリンクメニューです。奥さんの求める味はどれかな？

ホシエ　　カクテルなんて、飲んだことなくて……

ミッチー　今週のオススメは「プライド」ですけど。
ホシエ　　「プライド」？

コーキ　　そうだね、奥さんには、まず「プライド」を飲んでいただくのがいいかもしれない。

ホシエ　　じゃ、それを……

ユックン　かしこまりました。

タイラ、ザンナ、コン、入ってくる。

ホストたち　いらっしゃいませ！

ミッチー　さぁ、どうぞこちらへ。
三人、ホシエから少し離れた席に座る。

タイラ　　え～、どんなカクテルがオススメかな？

ユックン　今週は「プライド」がオススメです。あちらの奥様もご注文になりました。
タイラ　　では、それを。

ザンナ　　私も。

コン　　　僕も。

ユックン　かしこまりました。

ホシエにカクテルを運んでくるコーキ。

コーキ　　奥さん、これがカクテル・「プライド」ですよ。さあ、ニッポンの未来に、乾杯しましょう！

ホシエ　　乾杯……

ザンナ　　ホシエ、「プライド」をちょびっとだけ飲みました。

ホシエ　　あ～っ……

コーキ　　どうですか？

ホシエ　　何だか喉がカ～ッとして……

コーキ　　そうでしょう。飲むほどに、あなたは日本人としての誇りに目覚めてゆくはずです。

コン　　　ホシエ、また一口飲みました。

ホシエ　　フ～ッ……身体が熱くなる。

コーキ　　ほら、だんだんと悔しくなってきませんか？　日本は独立国であるはずなのに、こんなにたくさんの在日アメリカ軍基地や施設があるってことが。

ホシエ　　そうよ、こんなのおかしいよねぇ。
コーキ　　日本は、アメリカ軍が日本に駐留するための経費の実に七十五％、約四千三十六億円も負担しているんですよ。※18
ホシエ　　四千三十六億円も！

コーキ　　アメリカは日本以外の同盟国にも軍隊を駐留させていますが、たとえばドイツはその経費の二十一％、韓国だって三十九％、イタリアは三十四％しか負担していません。日本の七十五％がどれほど突出した数字であるかがわかるでしょう？　※19
ホシエ　　その他にも、「思いやり予算」っての、出してない？

コーキ　　さすが、奥さん。日本は、この他にも日本側の判断で、アメリカ軍に毎年お金を提供していて、合計すると、六千五百億円にもなるんです。アメリカ兵一人に対し、年間一千六百五十万円、払っていることになりますね。※20
ホシエ　　その他に、臨時払いってのもあるんでしょう。

コーキ　　奥さん、鋭い！　臨時で最近目立ったのは……

ホシエ　　あれよ、沖縄にいるアメリカ海兵隊をグアムに移転するために、七千百億円も払うって決めたってヤツ。※21
コーキ　　そうそう、移転経費の五十九％！　グアムで建設される基地関連施設やインフラ整備、家族住宅の建設まで日本が負担することになったんですよ。※22
ホシエ　　腹立つよねぇ、それなのに、日本は安保にタダノリしてるだけだなんて言うヤツがいるんだもん。

コーキ　　プライドのないヤツラですよ。日本がどれだけ莫大な負担を強いられてきたかを知ろうとしない。それにね、アメリカがこれだけの軍事力を日本に配備しているのは、日本のためって言うよりも、アメリカの国益のためでしょう。

ホシエ　　そうなの、私もそれを言いたい。

コーキ　　日本に基地がなかったら、アメリカは朝鮮戦争、やれましたか？　ベトナム戦争、やれましたか？　湾岸戦争、イラク戦争やれました？

ホシエ　　ＮＯＮＯ、やれない！

コーキ　　すべて、日本に基地があったからこそ、できた戦争じゃありませんか。人の国を自分のやりたい戦争の中継地点にしてきたんです。日本を守るためだけなら、日本の防衛に関係のない、中東方面に出動しなくたっていいでしょう。※23
ホシエ　　なのにさぁ、アメリカの核が日本を守ってくれてるなんて、言う人がいるんだよね。

コーキ　　プライドのないヤツらです。日米安全保障条約がある限り、日本はとめどなくアメリカの戦争に協力させられる。早く日米安保は廃棄して、真のプライドに目覚めないと。
ホシエ　　あれ？

コーキ　　え？

ホシエ　　ここ、改憲バーですよね？　
コーキ　　そうですよ。

ホシエ　　改憲派が言っちゃっていいんですか、安保条約いらないって？

コーキ　　奥さん、プライドのない改憲派と一緒にしないでくださいよ。改憲派がみんなアメリカべったりだとは限らない。安保条約を解消して、日本からアメリカの基地をなくしたい改憲派もいるんです。ここは、そういう改憲バーなんです。
ホシエ　　へぇ……

コーキ　　ですから奥さん、あなたの思いと、僕の思いは、そう違っているわけじゃない。僕たちは９条を守るために、９条を変えたいだけなんですから。

ホシエ　　９条を守るために、９条を変えたい？

コーキ　　はい。

ホシエ　　それ、かなり無理がありません？

コーキ　　奥さん、９条の平和思想を本当に実現するためには、アメリカとの軍事的な癒着を断ち切らねばなりません。そのためには、自衛軍を持ち、もうニッポンは一人前だ、ウチの廊下で、ウチの台所で、戦争の支度をするのはやめてくれと、日本のプライドを示さなければならない。そのためにも９条を変えて……

ホシエ　　ちょっと、ちょっと待って……

コーキ　　思えば９条は残酷な理想です。私たちは９条を手にしたとたん、天使の囁きと、悪魔の誘いを同時に聞かねばならなくなった。戦争はしたくな～い、でも軍隊がないとしんぱ～い。この分裂を、これ以上生きろと言うのですか？　もう無理だ、もう病気だ……奥さんだって、それが苦しくてここへきたんでしょう？

ホシエ　　う～ん、そうねぇ……

コーキ　　奥さん、今こそ名を捨てて、実を取りましょう。９条を捨てて、戦争をしない軍隊を持ち、９条のココロを生かすのです。

ホシエ　　う～ん、それがいいのか……

コーキ　　護憲派に９条は守れない。平和主義者に９条は守れない。彼らは、政府がアメリカの言いなりになって日本の軍備を拡大し続けてきたことに対し、何の対抗手段も持ち得なかった。もはや、９条を守れるのは、安保否定の改憲派だけだ！

ホシエ　　すいません、ちょっとトイレに……

コーキ　　ああ、どうぞ。次のカクテルを用意しておきましょう。

ホシエ、去る。コソコソと相談しているタイラたち。やがて、ザンナが立ち上がる。
ザンナ　　大変、スリリングな展開になって参りました。私、タイラ先生の指令を受けて、ホシエの様子を探りに行きます。

トイレ前。メチコが並んでいる。ホシエ、続いてザンナがくる。

ホシエ　　（メチコに）ここ、女性用ですか？
メチコ　　そうだよ。だけど、誰か入ってるよ。

ホシエ　　ああ……（と、メチコの後ろに並ぶ）

ザンナもさりげなく、ホシエの後ろに並ぶ。

メチコ　　（振り返って）あれ、急に混んじゃったね。（ホシエに）あんた、お客さん？

ホシエ　　はい。

メチコ　　（ザンナに）あんたもお客さん？

ザンナ　　はい……

メチコ　　私もお客さん。ハハ……（と、意味なく笑う）

ホシエとザンナ、とりあえず笑っておく。

メチコ　　（ホシエに）あんた、ここに来るってことは、改憲派？
ホシエ　　いえ、まだ、決めかねてまして……

メチコ　　はぁ……（ザンナに）あんたは？

ザンナ　　私もまだ……

メチコ　　私もまだなんだ。ハハ……（と、笑う）

ホシエ、ザンナ、とりあえず笑う。

メチコ　　プライドがあるってのは、いいよね。私もそこは認めてるんだ。ハハ……
二人　　　ハハ……
メチコ　　たださぁ、私なんかは、憲法改正、一回経験してるでしょう、六十年前に。
ホシエ　　あ、そうかぁ……

メチコ　　十七歳だったかな？　日本の敗戦で、大日本帝国憲法が、今の日本国憲法に変わってね。いやぁ、嬉しかったわよ。もう戦争しないでいいんだってね。

二人　　　ああ……

メチコ　　だからさ、ちょっと抵抗あるんだわ、９条を変えて軍隊持っちゃうの。
二人　　　ああ……

メチコ　　それにね、ここだけの話、軍隊が国民を守ってくれないとこ、見ちゃったのよ。
二人　　　えっ……

メチコ　　私、満州にいたのよ。満州って、知ってる？

ザンナ　　私はちょっと……
メチコ　　駄目だよ、若い子、歴史を勉強しないと。ま、とにかく今の中国の東北部だわ。一九三二年から日本が占領して、満州国ってのつくってたの。それがさ、一九四五年に日本が太平洋戦争に負けたでしょ。そしたら、日本の軍隊が、関東軍って言うんだけどね、それが真っ先に逃げ出しちゃったのよ、ソ連が攻め込んでくるってんで。満州の日本人、置き去りだったよ。なかにし礼もそう言ってるよ。なかにし礼、知ってるでしょ？

ホシエ　　（頷く）……

ザンナ　　（首を傾げ）……

メチコ　　あれ、そっちの若いのは何にも知らないね。ま、とにかく、作詞家で作家の、なかにし礼も、本にそう書いてんの。「軍隊は私達を守らない」って。

二人　　　（とりあえず、頷く）……
メチコ　なかにし礼って言ったらサヨクじゃないよ。何せ、仲人が右翼の大物、児玉誉士夫なんだから。ね、そういうお方でさえ、そう言ってんだから、そこは若いの、一つ押さえとかないと。※24
ザンナ　　はい……

メチコ　　いや、もちろん、そういう軍隊は関東軍だけだったと思いたい。でもほら同じ頃、沖縄でもやっちゃったから。若いの、これは知ってんだろ？

ザンナ　　いえ……

メチコ　　ったく、近頃の学校は何教えてんだろね。沖縄ではね、日本の軍隊が住民に集団自決を迫ったんだ。アメリカ軍に降伏しちゃなんねえって。
ホシエ　　それ、文部科学省の教科書検定で削除、修正されちゃったらしいですよ。
メチコ　　あ、そうか。軍隊への不信感が募るもんね。いや、私もね、できれば軍隊を信じたい。その方が安心だもの。たださぁ、もう一つ気になることがあってね……

ホシエ　　もう一つ？

メチコ　　昔、自衛隊の統合幕僚会議議長に栗栖弘臣（くりす・ひろおみ）って人がいたんだけど、この人が、「日本国防軍を創設せよ」って本にこう書いてんのよ。「自衛隊は国を守ると言うけれども、それを国民の生命・財産を守ることだと誤解している人が多い」って。※25
ホシエ　　えっ、じゃ、「国を守る」ってのは、どういうことなんですか？

メチコ　　「国とは、天皇制を中心とした、わが国固有の国柄を持つ家族意識、国民意識である」って書いてあるから、まぁ、そういう「意識」を守るんだろうなぁ。※26
ザンナ　　明治時代の人ですか？

メチコ　　昭和のずっと後の人だよ。全くこの若いのは……

ホシエ　　でも、自衛隊制服組のトップだった人に、そうはっきり言われちゃうと、心配になりますよねぇ。

メチコ　　それにあんた、ついこないだだって、陸上自衛隊の情報保全隊とかっての、がホラ……

ホシエ　　ああ、反戦運動だとかの、いろんな市民活動を監視する内部文書を作ってたのがバレましたよね。

メチコ　　だから、ここにも来てるかもしれないよ。

三人、恐る恐る客席に目を向ける。

メチコ　　それにさぁ、そもそも「憲法って何なんだ」って考えると、妙にひっかかることがでてきてね……

ホシエ　　と、言いますと？

メチコ　　（ホシエに）あんた、知ってる？　憲法ってどういうものなんだか。

ホシエ　　あらゆる法律に優先する、国の最高の決まりでしょう？

メチコ　　ほら、やっぱりその程度のことしかわかってない。憲法ってのは、国家権力に縛りをかけるためのルールなんだよ。国家権力は放っておくと暴走して、国民の権利をないがしろにするから、そうさせないための決まりなんだ。※27
ザンナ　　それが近代立憲主義ですよね。

メチコ　　お若いの、意外なことを知ってるじゃないか。

ザンナ　　昔は王様が主権者だったけど、フランス革命やアメリカ革命などの市民革命を経て、人々の方が主権者になりました。その時に、国は人々との間で、これからは一部のエライ人の特権を守るのではなく、人々の人権を守るために活動しますという契約を結びました。この契約を文書にしたものが、近代立憲主義に基づく憲法です。※28
メチコ　　お若いの、見直したよ！

ザンナ　　今回、ちょっと調べまして……

メチコ　　ところがさ、自民党が提出した新憲法草案も民主党の改憲案も、人類が到達した近代立憲主義をぶち壊そうとしているように思えてしまってねぇ……
ホシエ　　近代立憲主義をぶち壊す？

メチコ　　自民党の憲法草案では、「個人の尊重」がかなり弱まっているんだよ。

ザンナ　　ああ、国民には「帰属する国や社会を愛情と責任感と気概を持って、自ら支え守る」責務があるって書かれてますね。

メチコ　　これじゃあんた、国家権力を縛るんじゃなくって、国民の方が国家権力に縛られちゃうじゃないの。
ザンナ　　他にも、国民が守るべきこととして、「自由及び権利には責任及び義務が伴うことを自覚」する責務があるって書かれてますね。

メチコ　　おかしいじゃないか。今の憲法は国民の基本的人権を「侵すことのできない永久の権利」だって保障してんのに。

ザンナ　　確かに、今の日本国憲法では「生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り」最大の尊重を必要とするって書かれてますけど、自民党の憲法草案では、「公益及び公の秩序に反しない」限りで、個人が尊重されることになっています。

ホシエ　　え、それどう違うの？

ザンナ　　新憲法草案の「公益及び公の秩序」とは、抽象的な「国の利益」を指すと捉える専門家が多いようです。

メチコ　　だからあんた、国が戦争をしようとした時、国民が反対したら、「国の利益に反する」って理由で取り締まる可能性も出るってことでしょ。

ザンナ　　新憲法草案では、自衛軍にも「公の秩序を維持する活動」が義務づけられていますね。

メチコ　　それはあんた、「国家の利益に反する活動をしている」って理由で、自衛軍が国民に銃を向ける可能性も出るってことでしょ。

ホシエ　　そこまで後戻りできますかねぇ。それじゃまるで、今の憲法の前の、大日本帝国憲法の時代みたいじゃないですか。

メチコ　　だって、アベのシンちゃんは「戦後レジーム」から脱却したいっ言ってんだろ？　それはつまり、戦後民主主義からの脱却を目指すってことじゃないの？

ザンナ　　資料によりますと、自民党ブレーンの有識者懇談会・民間憲法臨調では、「近代立憲主義をやめたい」という、公の政党が言えない発言がすでに出ていますね。※29
ホシエ　　ひぇーっ、近代立憲主義やめちゃうの！

メチコ　　そうなんだよ。新憲法草案には「プライバシーの権利」や「環境権」とかの「新しい人権」が入ってるから、今の憲法より「進んでるよねぇ」って言う人もいるけど、私はそれでごまかされちゃうのが恐くってさ。娘時代には戻ってもいいけど、あの憲法にまでついてきてほしくはないんだよ。「個人あっての国家」のはずが、「国家あっての個人」だなんて言う人、けっこう増えてきてるでしょ。

突然、ヘイタの姿が浮かぶ。

ヘイタ　　君は祖国を守れるか！　君は祖国のために死ねるか！　祖国あっての個人なのだ！　祖国という公から離脱するものは、権利をむさぼる豚に過ぎない！

ホシエ　　ああ……

ザンナ　　どうしました？

ホシエ　　ちょっと目まいが……

ザンナ　　トイレ、なかなか空きませんね。（ドアを叩く）もしもし、もしもし？

メチコ　　やめとき、やめとき、オシッコぐらいゆっくりさせてあげようじゃないの。

その時、コーキとミッチーが駆けつけた。

ミッチー　護憲ババア、また来たな！

ザンナ　　護憲ババア？

コーキ　　この女は客を装って店内に入り込み、トイレ前で護憲活動を繰り返す常習犯です。

ホシエ　　じゃ、トイレの中は？

メチコ　　空いてるよ。ゴメンね。

ミッチー　コラっ、こっちに来い！

メチコ　　憲法改悪はんた～い！　平和憲法を守らせよ～う！

コーキとミッチー、メチコを連れ去る。

タイラとコンのいる一角では……
タイラ　　何だろう、今の叫びは？

コン　　　「平和憲法を守らせよ～う」って聞こえたけど……

ユックン　（来て）ご心配なく。護憲派のスパイが侵入しましたが、ただ今連れ出されました。

タイラ　　護憲派のスパイ？

ユックン　はい。夜ごとトイレに忍び込んでは、女性客を洗脳しようとするのです。まるで馬鹿の一つ覚えのように、「近代立憲主義を後戻りさせるな」と。

タイラ　　ほう、じゃ、今そこにいた女性たちは、「近代立憲主義」についてのレクチャーを受けたわけだね？

ユックン　たぶん、そうでしょうが……

ザンナ、駆け戻ってくる。

ザンナ　　タイラ先生、いいニュースです！

ユックン　（鋭く）いいニュース？
タイラ　　あ、カクテルの追加を頼むよ。今度はそうね、「パッション」にしようか。

コン　　　「パッション」を三つ。

ユックン　かしこまりました。（と、去る）

ザンナ　　タイラ先生、今、護憲派がトイレに侵入していたんですが、

タイラ　　聞いたよ。で、いいニュースとは？

ザンナ　　その護憲派の話を聞いて、ホシエが元に戻りそうな気配です。このまま、ここから連れ出せば、ご近所でまた９条を守るための世間話を始めるかもしれません。

コン　　　つまり、歴史に狂いが出ないと？

ザンナ　　そう、もう護憲派タクシーが見つからなくても大丈夫かも！

タイラ　　よし、何とか連れ出そう。

ホシエ、トイレから戻ってくる。
ユックン　オシボリをどうぞ。

ホシエ　　あ、いいの。お会計をお願いします。

ザンナ　　自分で帰るみたいですよ。

タイラ　　いやぁ、一件落着だね。

ユックン　お客様、お会計の前に質問がございます。

コン　　　あれ……

ホシエ　　はい、何でしょう？

ユックン　お客様は憲法９条の第二項を変え、自衛軍を持つことに賛成なさいますか？　それとも、反対なさいますか？
ホシエ　　え、それは……

タイラ　　怪しい流れになってきたぞ。

ユックン　ぜひ、ぶっちゃけてお答えください。

ホシエ　　ホントにぶっちゃけちゃっていいの？

ユックン　今後のサービスを向上させますためにも、ぜひご協力を。

ホシエ　　じゃ、ぶっちゃけますけど、私はやっぱり、今の改憲の流れの中では、９条を変えない方がいいと思う。私はこれまで、９条ばっかり気にしてきたけど、そもそも憲法全体がどういう性質のものに変えられようとしてるのかってことをちゃんと見極めるべきじゃない？　その方向が怪しい時に、９条を変えるのは危険過ぎる。

ユックン　それはもしや、先ほどの護憲派スパイの影響では？

ホシエ　　あの人、いいこと言ってくれたよ。我々庶民は「憲法を守ろう！」なんて叫ぶより、「政府に憲法を守らせよう！」って叫ぶべきだったんだ。　これ、私も反省なんですけど、護憲派は憲法が、「国家権力の暴走を防ぐための法律」だってことを広く伝えてこなかった。これが、いろんな歴史を経て、やっとたどりついた「立憲主義」って知恵だってことを。今、その「立憲主義」そのものが、壊されようとしているよ。憲法が「国民を縛るための法律」に変えられようとしているよ。国民を縛る憲法の中で９条が変えられたら、どんな結果を招くだろう。こう問いかけるべきだったんじゃないかなぁ。
ザンナ　　完璧に戻って、先に進んでますよ。
ホシエ　　よし、ご近所でもこのネタで世間話しまくるぞ！

ユックン　お話は大変よくわかりました。当店のカクテル「プライド」も、立憲主義の前には形無しのようですね。

ホシエ　　あれもおいしかったですけど……

ユックン　では、お口直しにこちらをどうぞ。「ゴールド」というカクテルです。
ザンナ　　あらぁ、金色に輝いている。

ホシエ　　でも、このカクテル高そうね。

ユックン　これは、サービスでございます。ぜひお帰りの前に一口。
タイラ　　また何か企んでるな……

ホシエ　　じゃ、一口だけ……

コン　　　あ、飲んじゃった……

ホシエ　　う～ん、ゴージャス！　セレブになったみたいな気分だわ。

ユックン　そうでしょう？　飲むほどに、経済大国ニッポンに暮らす喜びが蘇ってくるはずです。

コン　　　ホシエ、また一口飲みました。

ホシエ　　フ～ッ……身体がとろけそう……

ユックン　考えてもみてください。今やかなりの日本企業が国内の高い人件費を避け、人件費の安い国に工場を移し、そこで生産した物を世界中に売りさばく時代になっています。※30
ホシエ　　ああ……

ユックン　しかし、労働力の安い国は政情が不安定なことが多い。※31
ホシエ　　そうよねぇ……
ユックン　そういう国で、もし何かあれば、日本企業のビジネスにも影響が出てしまいます。※32
ホシエ　　現地にいる社員の命だって危ないし。
ユックン　かつて、こういうことがありました。三井物産を中心とした日本企業がイラン政府と共同で、世界最大級の石油化学プラントを作ろうとしたのです。その工事が八割がた進んだ一九七九年、イラン革命が勃発し、工事は中断してしまいました。※33
ホシエ　　ああ……

ユックン　その時、自衛隊は、日本人の脱出に協力することはできなかった。日本国憲法第９条があるからです。
ホシエ　　ああ、戦闘地域には行けないよねぇ。

ユックン　だから、日本人たちは、地元でバスをチャーターして、自力で脱出しなければならなかった。※34
ホシエ　　それは、大変だったわねぇ。
ユックン　さて、その石油化学プラントが完成間近となった一九八０年。今度はイラン・イラク戦争が勃発し、プラントはイラクの爆撃を受けて、破壊されてしまうのです。※35
ホシエ　　あちゃ～……

ユックン　それでもイラン側は工事の続行を希望しましたが、すでに相当の持ち出しになっていた三井グループは違約金を払って撤退、トータルで一兆円近くの損害が出たそうです。※36
ホシエ　　ひぇ～っ……

ユックン　二度とこのようなことが起きないために、また起きてしまった時のためにも、軍事力のバックアップがほしい！　経済界からは、切実な９条改憲論が出始めたのです。※37
ホシエ　　でも、企業は自分の利潤を追求するために海外に出てるんだから、そういうリスクは自分で背負うしかないんじゃない？※38
ユックン　日本がこれだけ豊かになったのは、日本の企業が厳しい国際競争に勝ち抜いてきたからではないですか。海外で危険に身をさらし、命を張ってわが国の経済を支えている日本企業に、あなたはそこまで言うのですか？　あなたが貧困にあえぐこともなく、のうのうとカクテルをすすっていられるのは、いったい誰のお陰なのです？
コン　　　先生、ホシエが揺れだしましたよ。

ユックン　海外に投資した資本と人間が危険にさらされたままでいいのか！　グローバル化した日本経済の一層の発展のためにも、ふさわしい安全保障体制を整えるべき時ではないのか！　ビジネスがやりにくくなる、ニッポンがビンボーになる……※39
ホシエ　　（苦悩し）ああ……
ザンナ　　先生、ホシエが苦しんでいます。

コン　　　世間話の歴史が変わってしまいます！

ユックン　さぁ、奥さん。今夜こそ決断してください。９条やめますか？　それとも、ビジネスやめますか？

タイラ　　９条やめます！
ザンナ・コン　（驚いて）先生！

ユックン　（タイラに）まぁ、お客様、賛成してくださるのですね！

タイラ　　ええ、私もかねがね、そう思っていたのです。ただ、私の妻が狂信的な護憲派でして……

ユックン　それはお困りでしょうねぇ。

タイラ　　妻はこう反論するのです。（妻の口調で）あなたは、９条があるせいで、日本の海外ビジネスに支障が出ているなんて言うけれど、私はそれって、逆だと思うの。

ユックン　えっ、逆だと？

タイラ　　だって、日本が敗戦後の廃墟から復興して、これだけの経済大国になれたのは、軍産複合体がなかったからでしょ。※40
ザンナ　　あの、軍産複合体って？

タイラ　　その国の軍隊や軍事力と、民間の軍需産業が密接に支え合う関係だよ。日本は憲法９条があるために、こういう軍産複合体をつくることが出来なかった。だから、軍需優先のいびつな産業構造にならず、民需部門でのめざましい経済成長をとげることができた……と、妻は言うんです。※41
コン　　　そう言えば、日本の自動車メーカーは、軍需産業での利益を追うアメリカの自動車メーカーの隙をついて、アメリカ市場に食い込み、急速にシェアを延ばしたんでしたよね。※42
タイラ　　そうそう、そういうこと……と、妻は言うんです。

ユックン　これまではそうだったかもしれませんが、これからはどうなんでしょう。現に日本の経済界には「湾岸戦争トラウマ」というのが根強くあります。
ホシエ　　出たっ……

ユックン　え？

タイラ　　ああ、例の「お金だけ出して、血も汗も流さなかった」と言われたことへの……
ユックン　あれで海外ビジネスが非常にやりにくくなったと、財界のリーダーたちは言っています。そういう卑怯な国のビジネスマンだということが、信頼性にも影響し、精神的な負担になったと。

タイラ　　ところが妻は、これも逆だと言うんですよ。（妻になり）あなた、憲法第９条は、かつての「フジヤマ、ゲイシャ」に変わる日本の最大の広告塔よ。はぶりのいい国というものは、たいてい戦争をするものだけど、日本は経済的な豊かさにもかかわらず、半世紀に渡って他国に戦争をしかけなかった。特に中東では。「平和の国・日本」として親しまれ、日本人であるから助けられた、命拾いしたって人も多いのよ。これが中東でのビジネスに大いに貢献してるんですって。※43
ユックン　でも、今現に自衛隊はイラクに派遣され、多くの人が、あれはアメリカと共に行動する日本の軍隊だと受け取っています。平和ブランドのイメージだけで、日本のビジネスマンが守れる時代ではなくなったのです。
タイラ　　ええ、私もそう言ったんです。ところが妻はしつこくて、（妻になり）じゃあ、あなた、９条がもしなかったら、日本の過去はどうなっていたか、シミュレーションしてみましょうと言い出したんです。
コーキとミッチーが現れる。
コーキ　　面白い、やってみましょう。

ミッチー　では、始めますよ。「日本に、もし第９条がなかったら」スタート！
ユックン　交戦権が持てた！

コーキ　　自分の国に誇りが持てた！

ユックン　自虐史観がはびこらなかった！

ミッチー　集団的自衛権も行使出来た！

ユックン　侵略されたらどうしようと怖がらなくてもすんだ！
コーキ　　アメリカと対等になり、日本の自主性が増していた！

タイラ　　しかし、アメリカの仕掛ける戦争に全て巻き込まれていた！

コン　　　大量の戦死者が出ていた！

ミッチー　だが、世界に民主主義を広めるための「正義の戦争」に参加できた！

ユックン　朝鮮戦争に参加できた！

コーキ　　ベトナム戦争に参加できた！

タイラ　　そのため、さらに多くの戦死者が出た！

コン　　　軍需産業が発達して、その発言が強くなっていた！

タイラ　　アジア諸国は日本への警戒感を強め、中国との国交回復など、望むべくもなかった。

ザンナ　　おまけに、生産した兵器を使うため、次々に戦争を起こさなければならなかった！
コーキ　　だが、軍需産業は経済発展にも貢献した！
ミッチー　他国に武器を輸出できた！

ザンナ　　その武器で多くの人が死んだ。その武器が、テロリストの手に渡った！

コン　　　ついに湾岸戦争にも参加させられた！

コーキ　　そのおかげでクェートから感謝状が貰えた！

ユックン　しかも、海外のビジネスマンを助けにいけた！
タイラ　　そして、泥沼のイラク戦争に参戦していた…
ザンナ　　日本が自爆テロの標的になっていた…
コーキ　　でも、サマワの自衛隊が外に出られた！
ミッチー　ワーキングプアの若者が自衛隊にリクルートされ、失業率が減った！
コン　　　若者の戦死者が次々と出ていた！

ユックン　しかし首相は靖国神社に参拝し、戦死者を讃えた！

タイラ　　度重なる戦争は日本を疲弊させた。
ザンナ　　戦争による財政支出で、長期間経済を拡大することは不可能だった。※44
コン　　　財政赤字が増大し、経常収支は赤字となり、※45
ザンナ　　国債は暴落、為替も暴落。※46
タイラ　　日本は経済的に立ちゆかなくなった。※47
ホシエ　　私、やっぱり９条選びます！

コン　　　さあ、帰ろう！

タイラたち、ホシエを連れ出そうとする。

ふいにママが立ちふさがる。

ママ　　　あなたたち、護憲派ね？　モニターで見ていたわ。
タイラ　　「普通の国」になりたいという改憲派の祈りを軽視するつもりはありません。ですが、あなた達の求めるものが、改憲によっては達成できないという見通しは、告げておかねばなりません。※48
ママ　　　ええ、たしかにそれは簡単なことではないでしょう。「普通の国」になるということは、アメリカを含む全ての国と戦争をする権利を持つこと。だから、「普通の国」になった日本にとって、最初にすべき事は、日米安保条約の廃棄、米軍基地の返還要請。※49
ホスト達　そうすれば、日本は誇り高い自主防衛の国になれる！

ママ　　　でも、思い出してみて欲しいの。日本が国連安保理の常任理事国に入ろうとしたとき、多くの国は、「アメリカの票が一票増えるだけ」という理由で反対した。この指摘に「いや、議題によっては、アメリカに反対票を投じるだろう」と語った政治家や外交官はひとりもいなかった。現に日本はそういう国として世界中から見られている。そして、日本人は、そういう国として見られていることを知っていながら、知っていることを知りたくないのよ。※50
ホスト達　ママ？！

ママ　　　だから、９条を廃止しても現実は変わらない。日米安保は堅持され、米軍基地もそのまま。依然として自衛隊の軍事行動は一から十まで米軍の許諾を得てしか行われない。アメリカは日本の主体的軍事行動を決して許さない。そして国防予算の増額と、アメリカ製の高額な兵器の定期的、かつ大量の購入を日本に要求する。これまでのような後方支援でなく、アメリカが始めた戦争の前線に自衛隊を駆り出す。日本が得るのは、戦死する権利だけよ。※51
ホスト達　ママ！？

ママ　　　そのとき、「９条さえなくなれば、日本は誇り高い自主防衛の国になれる」という幻が崩れ去る。「普通の国」の「普通の軍隊」を持つことができなかったのは、９条のせいだという言い逃れがもう使えなくなる。「普通の国」になったまさにその時、日本はアメリカの「従属国」としてしか生きられないという、否定しがたい事実に直面する。※52
ホスト達　ママ！

ママ　　　見せてあげましょうよ、改憲派に、この耐え難い現実を！　日本の従属的体質は、９条を改憲しても、少しも変わらないのだということを、思い知らせてやりましょうよ！　※53
ホスト達　ママ！

ママ、狂ったように笑う。
タイラ　　恐ろしい…。彼女はどうやら、自虐的な護憲派だ。
コン　　　護憲派が改憲バーを？

ママ　　　９条を呪った罰よ！　９条の復讐よ！　日本はもう一度、破滅してみなければ、平和の価値を知ることが出来ないのよ！

笑い続けるママ。アリキが駆け込む。

アリキ　　護憲派タクシーが見つかりました！　今、外に待機してます。

クラクションの音。

タイラ　　（ホシエに）さあ、あの車に乗るんです！

ホシエを残し、全員退場。

運転手１が現れる。また、クラクションの音。

運転手１　お客様！　お迎えにあがりました！

ホシエ　　でも私、どこに行ったらいいのか……

運転手１　え、目的地がわからない？

ホシエ　　そうだ……私を海に連れてってぇ！

運転手　　今から海に行くんスかぁ……

音楽。走り出す車。

運転手１　そうでしたか、そんなひどいモン見ちゃったんじゃ、海を見たくもなりますよねぇ。

ホシエ　　まだ、あの笑い声が耳についてはなれない。私も今に、あのママみたいになっちゃうのかな……
運転手１　まぁでも、僕らはコツコツと、「武力で平和はつくれない」って訴えてくしかないんじゃないスか？

ホシエ　　武力で平和はつくれない……

運転手１　二十世紀の後半から、戦争の形が変わったでしょう。国家対国家、正規軍対正規軍の戦いから、国家対民族、正規軍対武装集団の戦いに移ってきたように思うんスよ。※54
ホシエ　　ああ、確かに……

運転手１　そういう戦いに共通しているのは、ほとんど常に、強大な軍備を備えた正規軍の方の敗北です。※55
ホシエ　　え、そうだっけ？

運転手１　たとえば、アルジェリアでのフランス軍、ベトナムでのアメリカ軍。イラク戦争だって、ブッシュさんは勝利宣言をしたけれど、あれを勝ったと認める人はいないんじゃないスか？ ※56
ホシエ　　コイズミさんぐらいなもんだろうねぇ……
運転手１　こういう、地域紛争みたいな形をとる現代の戦争は、武力が有効な解決手段にならないってことを、よく表してると思うんスよ。※57
ホシエ　　ああ、そうか。軍隊同士が向かい合ってんならともかく、片っぽが民間人の中に混じってゲリラ戦やってんじゃ、いっくら爆弾落としたって、民間人が死ぬばっかりだもんねぇ。

運転手１　これをもって「テロとの戦い」って言うのは、無理があるんじゃないスか？　「テロとの戦い」は、テロを引き起こす原因自体に対処しなきゃ、いつまでたっても終わんないスよ。

ホシエ　　テロを引き起こす原因かぁ……
運転手１　世界には、大国の思惑によって土地を奪われた人々や、失われた民族的、宗教的アイデンティティーを取り戻そうとする人々がいるでしょう。※58
ホシエ　　ああ、極度の貧困や非人間的な状況に追いやられ人たちが、「富めるもの」「占領・支配する国」に憎悪を募らせるってことはあるよねぇ。

運転手１　今、世界で二十八億人もの人々が、一日二ドル以下で生活してるんスよ。そうした人々には、食料、清潔な飲料水、医薬品、住宅、病院など、人間が生きるために最低限必要なものすら与えられない。紛争や自然災害もあるし、政治的、経済的にも不安定だから、ますます追いつめられちゃうんスねぇ。そこに、市場経済のグローバル化でしょう。※59
ホシエ　　「富める国」はますます富み、「貧しい国」はさらに貧しくなり、その「貧しい国」の中で、また貧富の格差が拡がっていく。※６０
運転手１　これが「テロの温床」になるんスよ。追いつめられた若者たちは、テロリストたちのリクルートに、つい応じてしまう。※61
ホシエ　　ああ、生きるために、テロリストに買われ、自爆テロで死ぬなんて！

運転手１　しかも、テロリストたちに武器を売って、テロリズムを助長させてんのは、先進国の軍需産業なんスからねぇ。※62
ホシエ　　あ～、私を海に連れてってぇ！

運転手１　って、奥さん、もう海に着いちゃいましたよ。

波の音が聞こえてくる。タクシー、ホシエを乗せたまま去る。

タイラ、ザンナ、コン、アリキが登場。
ザンナ　　ということで、私たちも海に来ました。

コン　　　ネゲシ・ホシエは、浜辺でウダウダしているようです。
ホシエ、ウダウダと歩いてくる。

アリキ　　今度こそ話しかけられないように頑張ります。

コン　　　頼むよ、ホント。

タイラ、ザンナ、コン、退場。
アリキ　　ホシエは浜辺をさまよっていた。

ホシエ　　ブッシュに電話をかけてみようか。武力でテロとは戦えないと。いや、それより軍需産業に、武器を売るなと言ってみようか。いやいやそれより、紛争地帯に飛んでいき、人々のためにつくそうか……どれも私にはできそうにない。私はただの道ばたの主婦。誰が私の言葉に耳を傾けてくれようか。いっそ、この浜辺の貝のように、口を閉ざして生きればいいのか。ああ……
アリキ　　ホシエ、全く動かなくなりました。
ホシエ　　……

アリキ　　しばらく様子を見ることにします。（と、去る）
高まる波音。ユキトシが現れる。

ユキトシ　おい、ホシエ。

ホシエ　　……あんた！　何でここがわかったのよ？

ユキトシ　お前、ウダウダしている場合じゃないぞ。改憲か護憲かそのどちらの道を取るべきかについて、今、日本は歴史的に重要な岐路にさしかかっている。９条の平和主義を軟弱だとか問題回避だと言うヤツがいるけど、見当違いもはなはだしい。不戦の誓いをして、何があっても軍隊を持たない、他国を侵略しないと世界に宣言するのは、実は相当な覚悟がいる。９条を守るということは、積極的に、世界の平和を目指すということなんだ。※63
ホシエ　　あんた、病気治ったの？　

ネネコが現れる。ユキトシは去る。
ネネコ　　お母さん。

ホシエ　　ネネコ！

ネネコ　　軍隊に守られながらやる国際貢献って、実はすっごく危ないんだって。アフガニスタンで灌漑事業をやってる人から聞いたんだけど、派兵している国の人たちは、国際貢献しているのに、攻撃対象になっちゃうんだって。現実を知らない人は、軍隊に守られなきゃ危険だなんて言うけど、現地に行ってる人は、軍隊に守られる方が危険だって言うんだよ。「丸腰」が一番安全なんだって。※64
ホシエ　　ネネコ、お前、いつの間にそんなことを…。

ハナブエ、現れる。ネネコは去る。
ハナブエ　私が教えてあげたのよ。みんな防衛って言うとすぐ武力をイ

メージするけど、外交が重要な防衛手段だっていうことを忘
れてる。日本に自衛権があるとして、それをどのように行使
すればいいのか、長沼ナイキ訴訟の札幌地方裁判所の判決文
が、実にわかりやすく、的確な答えを出しているわ。※65
ヘイタが現れる。ハナブエは去る。
ホシエ　　ヘイタ！
ヘイタ　　第９条において、いっさいの戦力、および軍備をもつことを禁止したとしても、このことは、わが国が、独立の主権国として、その固有の自衛権自体までも放棄したものと解すべきでないことは当然である。しかし、自衛権を保有し、これを行使することは、ただちに軍事力による自衛に直結しなければならないものではない。
ヤアコが現れる。ヘイタは去る。
ヤアコ　　すなわち、まず、国家の安全保障というものは、いうまでもなく、その国の国内の政治、経済、社会の諸問題や、外交、国際情勢といった国際問題と無関係であるはずがなく、むしろ、これらの諸問題の総合的な視野に立って初めて、その目的を達成できるものである。

ソニカ、現れる。

ソニカ　　そして、一国の安全保障が、確保される何よりも重要な基礎は、その国民の一人一人が、確固とした平和への決意と共に、国の平和問題を正しく認識、理解し、

ヤアコ　　絶えず独善と偏狭を排して近隣諸国の公正と信義を信頼しつつ、社会体制の異同を超えて、これらと友好を保ち、そして、前記した国内、国際問題を考慮しながら、安全保障の方法を正しく判断して、国民全体が相協力していくこと以外にあり得ないことは多言を要しない。

ホシエ　　いい判決だねぇ。昔は日本の裁判所もまともなこと、言ってたんだねぇ。

ヒルオカ、現れる。ヤアコとソニカは去る。
ヒルオカ　それなのに、日本の政府は一度として憲法９条を胸につけて国際紛争の中に飛び込んで行ったこと、ないわよねぇ。有事になったら核戦争の危険だってあるんだから、有事にならないように、外交に力を尽くすのが政治家の仕事でしょう。外交にもっと頭使って欲しいわよねぇ。北朝鮮の拉致問題だって、北朝鮮に一番影響力を持っているのは中国なんだから、中国との関係をよくしとかなければ、解決できるわけないじゃない。靖国参拝を続けて中国を怒らせてる場合かっての。それに中国が石油のバルブをちょこっと閉めれば、北朝鮮が日本に攻めてくる心配はなくなるのよ。石油がなきゃ、戦争できないもん。だから、尚更中国とはうまくやらなきゃ駄目なのよ。※66
ホシエ　　ヒルオカさん、分かってくれたのね。
ヒガシヤマ、現れる。ヒルオカ、去る。
ヒガシヤマ　それにさ、ＯＤＡ（政府開発援助）の使い道で、私たちの安全を守る方法もあるんじゃないの？　たとえば、四兆八千億円もある日本の防衛予算を、その六分の一しかないＯＤＡの予算と逆転させて、アジア、南米、アフリカへの援助を思いっきり増やしてみる。戦闘機に数十億という税金を投入することと、貧困に苦しむ人々を救うことと、どちらが世界の安全に本当に寄与するか？　冷静に考えたら、答えは明らかよねぇ。※67
ホシエ　　ヒガシヤマさん、あなたまで。
ナカコ、現れる。ヒガシヤマ、去る。
ナカコ　　だからね、ＯＤＡを大幅に増額するなかで、自衛隊はある程度の規模まで縮小して、国際援助隊に切り替えていけばいいと思う。戦地でなく、普通の発展途上国で自衛隊のできることって、まだたくさんあるじゃない。※68
ホシエ　　ナカコ、戻ってくれたのね！

ラサイ、ナカコの後ろから顔を出す。

ラサイ　平和国家というブランドを生かした国際貢献の道もあるよ。※69
ホシエ　　ラサイさん、どうしちゃったの？

ラサイ　　国連のＰＫＯ活動って言うと、日本では自衛隊の大部隊を派遣するのが大国の役割であるかのように語られちゃうけど、それは違うよ。ＰＫＯには自国の部隊を派遣して外貨を獲得することを目的にしている国がたくさんある。人員を出した分だけ、外貨が支払われるシステムになっているから。日本がそれをする必要はない。たとえば、紛争を起こしている勢力の間に入って調停する非武装の軍事監視団。停戦合意違反がないかどうかを監視し、武装解除の現場にも立ち会う。丸腰で武装勢力を相手にするんだから、大変な勇気と軍事的知識を必要とされる仕事だよ。そして、これこそが、日本の中立的なイメージを最大限に生かせる仕事じゃないかって思うんだ。※70
ナカコ　　アフガニスタンで武装解除に立ち会った日本のＮＧＯの人が、現地の指導者に、「日本だから武装解除に従う」って、はっきり言われたんだって。つまりこれが、アメリカだったら、そう簡単に応じないぞってことでしょ。日本は平和国家だというイメージがどれだけ浸透しているっかってことがよくわかるでしょう。※71
ラサイ　　僕は、日本という国が持っているブランドイメージについて、もっと日本人自身が認識すべきだと思うんだ。アメリカとの同盟関係は大切だけど、目先の国益のためだけに、自衛隊を乱用すれば、平和国家としての日本のブランドは崩れてしまう。そして、そのブランドが発揮する防衛力は、国防の観点からも再認識されるべきだよね。※72
ホシエ　　ありがとう、お幸せに！
ナカコ、ラサイは去る。リリコ、現れる。

リリコ　　ホシエさん、非武装中立の道も開けそうなのよ！

ホシエ　　え、本当に？

リリコ　　「ジュネーブ諸条約第一追加議定書」っていう、長い名前の国際条約があるのだけれど、そこで、「無防備地域」というのが認められたの。これは、次にあげる三つの条件がそろえば、「無防備地域」を宣言できて、そこを攻撃すると国際犯罪になり、国際法違反になるんですって。その三つの条件とは、「その地域に固定した軍事施設がない」こと、「職業的な兵士がいない」こと、それから「戦争を望んでいない」こと。非武装であることで平和が保たれるのよ。日本では二十箇所くらいの地域がその運動をやっています。第二次世界大戦中のパリやローマなどの無防備都市、あれは大変な効果を上げたのです。文化遺産がたくさんある町なので、我々は戦争をしません、ナチスドイツが入ってきても、どうぞ入ってくださいと宣言しました。ナチスドイツは、靴音を空しく響かせ、ただ入場してくるだけだった。その無防備都市の上げた効果と、なにより日本国憲法の前文および９条、それらをひっくるめて無防備地域という考え方が生まれた。つまり、戦争を放棄する、戦争はしないといっている国が、今、現実に国際社会の中にあるのだから、そういう国を守ろうではないか、という発想です。１９９９年には、ハーグ国際平和市民会議が開かれました。そこで掲げられた２１世紀のアジェンダ、つまり、行動目標の第一位に、世界のあらゆる国家の憲法に日本国憲法第９条を広めるということが書かれました。世界は暗いことばかりではないのね。世界には、企業や国に自分たちの運命を決められては困るという人たちが沢山いて、そういう人たちの声がゆっくりと集まって、一つの大きな川になるように広がっています。※73
ホシエ　　そうなるためには、今日も明日も、私たちがそうなりたいと、今日も明日も……※74
ホシエ、辺りを見回す。周りには誰もいない。

ホシエ　　あれ、リリコ先生？　あれ、みんなどこいっちゃったの？
アリキが現れる。

アリキ　　ホシエは夢を見ていたようであります。

ホシエ　　夢かぁ……だよね。みんなが、あんなこと言い出すはずないもん……

ホシエ、アリキの方を振り返る。アリキ、あわてて隠れようとする。
ホシエ　　あ、またいる！　あんたなんでいつもいるの？　あたしを見張ってんでしょ！

アリキ　　いえ、私はただ、通りがかりの…

ホシエ　　（アリキをつかまえ）あんた、公安？　それとも自衛隊の情報保全隊？　市民の活動を監視してたな！

アリキ　　いえ、いえ、違います！
タイラ、コン、ザンナが現れる。

タイラ　　奥さん、奥さん、落ち着いて。
ザンナ　　また歴史が変わっちゃう！

コン　　　アリキ、逃げろ！

アリキ　　すいませ～ん！

アリキ、逃げ去る。

ホシエ　　あ、あんた達は改憲バーの…。

三人、逃げようとする。

ホシエ　　ねえ、歴史が変わっちゃうって、どういうこと？　
三人、立ち止まる。

タイラ　　いや、特に、たいした意味は…

ホシエ　　あんたたち、もしかして…未来から来たんじゃないでしょうね？　
三人　　　まさかねぇ～。（と、笑う）。

ホシエ　　そうだよねぇ。（と、笑う）。

タイラ　　とにかく奥さん、

コン　　　ご家族も心配してらっしゃるでしょうし、

ザンナ　　是非、すみやかにお帰りください。

ホシエ　　ああ、そうね。もう、夜が明けて来ちゃったよ。

タイラ　　では、奥さん。

三人　　　さようなら。

ホシエ　　さようなら。

それぞれ、別方向に歩き出す。が、ふと立ち止まるホシエ。

ホシエ　　（三人の背に向かい）でももし、未来の人なら、教えてよ。このあと、憲法９条はどうなったの？　

三人　　　……

ホシエ　　教えてよ、９条は変えられたの？　それとも９条は守られたの？　ねぇ、頼むから教えてよ！

タイラ　　（振り返り）ごめんなさい。それを教えることはできません。ただ、一つ言えるのは、求めるなら変化は来る、ということです。※75
ホシエ　　求めるなら変化は来る…※76
タイラ　　たぶん、あなたの知らなかった方法で…※77
ホシエ　　私の知らなかった方法って？　
コン　　　先生、もう時間です。

ザンナ　　さあ、急ぎましょう。

タイラ　　奥さん、道ばたの主婦にも、できることがありますよ。

三人、去る。

ホシエ　　道ばたの主婦にもできること？

街のノイズが聞こえてくる。

ホシエの背後に浮かび上がる人々の姿。

ホシエ、皆の気配に振り返る。

ホシエ　　こんにちは！　ねぇ、私、話したいことがあるんだけど…。
幕
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